
ひ
と
　
や
ど

人
宿
組
合
と

武
家
奉
公
人

長

倉

素

子

は
じ
め
に

　
従
来
「
奉
公
人
」
に
関
す
る
研
究
は
、
社
会
経
済
史
的
な
観
点
か
ら
農

村
構
造
の
変
化
に
と
も
な
う
奉
公
人
形
態
の
変
遷
等
に
主
力
が
注
が
れ
て

き
た
。
そ
し
て
今
日
、
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
幕
藩
体
制
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

会
全
体
の
認
識
と
と
も
に
大
き
な
研
究
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
脇
田
修
氏

は
元
禄
期
以
降
の
奉
公
人
に
、
初
期
賃
金
労
働
者
的
性
格
を
認
め
、
日
傭

踏
期
プ
．
レ
タ
，
T
ト
と
し
て
菱
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
都
市
に
お
け
る
奉
公
人
に
関
し
て
は
、
こ
の
期
を
近
世
大
資

本
の
萌
芽
期
と
見
、
そ
れ
に
付
随
し
て
商
工
家
奉
公
人
の
研
究
も
す
す
め

　
　
　
　
（
3
）

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
武
家
奉
公
人
（
い
わ
ゆ
る
軽
き
武
家

奉
公
人
と
称
さ
れ
る
徒
士
・
若
党
・
足
軽
・
中
間
・
小
者
等
）
に
関
す
る
研
究

は
極
め
て
遅
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
間
々
み
ら
れ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

地
方
史
料
を
根
拠
に
し
た
き
わ
め
て
地
方
の
特
殊
性
の
強
い
も
の
で
、
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

遍
的
・
大
局
的
な
武
家
奉
公
人
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た

そ
の
発
生
形
態
よ
り
み
れ
ば
、
地
方
知
行
・
役
家
体
制
に
関
連
す
る
問
題

（
6
）

も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
い
わ
ゆ
る
「
奉
公
人
」
の
範
疇
内
で
、
武
家
奉
公

人
と
い
う
も
の
を
把
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
武
家
奉
公
人
は
次
第
に
譜
代
か
ら
一
年
季
の
出
替
り
制
と
な
っ
た
た

め
、
そ
こ
に
ひ
と
つ
の
性
格
変
化
が
生
じ
た
。
そ
の
う
え
武
家
社
会
の
最

下
層
部
を
構
成
す
る
と
い
う
宿
命
上
、
本
来
の
身
分
は
他
の
奉
公
人
と
同

様
町
人
で
あ
り
な
が
ら
、
武
家
奉
公
人
で
あ
る
間
（
武
家
奉
公
中
）
は
武

士
の
格
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
事
情
も
あ

っ
て
、
史
料
的
に
実
態
把
握
は
難
解
に
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
出
替
り
奉
公

人
を
武
家
社
会
に
広
汎
に
供
給
し
た
機
関
と
し
て
の
「
人
宿
」
　
（
そ
う
定

義
し
て
良
い
と
思
う
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
み
た
。
旧
幕
引
継
書
内
の
文

書
を
基
本
史
料
と
し
て
、
請
人
制
度
と
組
合
制
度
を
中
心
に
そ
の
果
し
た

歴
史
的
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
事
に
よ
り
、
武
家
奉
公
人
の
実
態
を
幾

分
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
人
宿
に
つ
い
て
、
初
め
て
本
格
的
な
研
究
に
着
手
さ
れ
た
南

　
　
　
　
（
7
）

和
男
氏
の
論
文
を
道
標
と
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
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に
、
そ
の
不
足
し
て
い
る
点
を
で
き
る
か
ぎ
り
補
な
っ
て
み
よ
う
と
思

ヶ
。
で
は
奉
公
人
請
負
制
と
人
宿
・
人
宿
の
組
合
制
度
の
変
遷
・
組
合
組
織

の
拡
大
と
細
分
化
・
請
人
制
の
矛
盾
に
つ
い
て
、
逐
次
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

（
1
）

（
2
）

．
（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

秀
村
選
三
「
近
世
雇
傭
労
働
史
の
研
究
史
と
問
題
点
」
（
社
会
経
済
史

学
第
三
一
巻
第
一
i
五
号
所
収
）

脇
田
修
『
近
世
封
建
社
会
の
経
済
構
造
』
　
「
第
四
章
近
世
前
期
に
お
け

る
奉
公
人
の
研
究
」

一
例
を
示
す
と
、
原
田
敏
丸
「
徳
川
時
代
近
江
商
人
の
店
員
組
織
－

日
野
の
豪
商
中
井
源
左
衛
門
家
の
場
合
」
（
『
近
世
日
本
の
経
済
と
社
会
』

所
収
Y
平
山
悦
子
「
近
世
三
井
家
の
齎
業
使
用
△
（
史
論
第
八
集
所
収
）

薮
重
雄
「
紀
州
藩
の
中
間
奉
公
」
（
日
本
歴
史
一
〇
二
号
）
　
・
山
口
麻

太
郎
「
平
戸
藩
の
札
者
制
度
に
つ
い
て
」
（
地
方
史
研
究
第
十
巻
六
号
）

・
秀
村
選
三
「
近
世
前
期
肥
後
に
お
け
る
上
方
抱
下
し
者
」
（
九
州
文
化

史
研
究
所
紀
要
第
八
・
九
合
併
号
）

北
島
正
元
「
武
家
の
奉
公
人
」
（
進
士
慶
幹
編
『
江
戸
時
代
武
士
の
生

活
』
所
収
）
・
南
和
男
「
江
戸
に
お
け
る
武
家
奉
公
人
の
変
質
－

譜
代
よ
り
出
替
り
ヘ
ー
」
（
国
学
院
雑
誌
第
六
六
巻
）
。
た
だ
し
法
制

史
的
な
研
究
に
は
優
れ
た
も
の
が
あ
る
、
金
田
平
一
郎
「
徳
川
時
代
に

於
け
る
雇
傭
法
の
研
究
」
（
国
家
学
会
雑
誌
第
四
一
巻
第
七
号
～
十
号
）

．
田
中
喜
男
「
近
世
奉
公
人
資
格
規
制
の
変
遷
過
程
」
（
日
本
歴
史
一
四

五
号
）
等
。

本
稿
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
初
期
の
武
家
奉
公
人
に
つ
い
て
研

（
7
）

究
す
る
際
、
重
要
な
関
係
を
持
「
っ
て
い
る
課
題
で
あ
る
。
佐
々
木
潤
之

介
「
軍
役
論
」
（
『
日
本
史
の
問
題
点
』
所
収
）
等
々
に
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

南
和
男
「
江
戸
の
武
家
奉
公
人
と
人
宿
に
つ
い
て
」
（
都
立
航
空
工
専
研

究
紀
要
第
一
号
）

一

譜
代
奉
公
人
の
消
滅
と

　
　
　
　
出
替
り
奉
公
人
の
出
現

　
下
級
の
武
家
奉
公
人
は
武
家
社
会
成
立
当
初
か
ら
存
在
し
た
の
で
あ
っ

て
、
平
安
後
期
以
来
武
士
に
家
の
子
郎
等
が
あ
っ
て
、
主
従
関
係
は
親
密

で
、
同
一
主
家
に
永
続
的
に
隷
属
し
て
世
襲
的
に
そ
の
主
家
の
労
役
に
服

し
た
。
当
時
の
武
士
は
主
に
田
舎
に
住
み
自
給
自
足
の
経
済
生
活
を
営

み
、
武
具
・
馬
具
の
製
作
を
は
じ
め
、
土
地
の
耕
作
に
至
る
ま
で
、
す
ぺ

て
譜
代
の
従
者
に
依
存
し
て
い
た
の
で
、
彼
等
は
必
要
不
可
欠
の
存
在
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
譜
代
奉
公
人
で
あ
る
。

　
近
世
初
期
、
兵
農
が
未
だ
完
全
に
分
離
し
て
い
な
い
段
階
で
は
武
家
下

級
労
働
力
の
補
充
は
容
易
で
あ
っ
た
。
『
昇
平
夜
話
』
に
「
信
長
の
用
ひ

玉
ひ
し
其
初
は
、
百
姓
の
内
よ
り
力
量
有
て
剛
勢
な
る
者
を
す
ぐ
り
出

し
、
三
間
柄
の
鎗
を
持
た
せ
て
敵
を
た
た
き
崩
す
手
僻
な
り
し
と
そ
、
是

に
習
て
諸
家
に
用
ゆ
る
所
も
其
初
は
百
姓
の
中
よ
り
大
兵
強
力
な
る
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

撰
出
し
、
長
柄
鎗
を
持
た
せ
」
た
と
見
え
て
い
る
。
し
か
し
刀
狩
検
地
等

の
兵
農
分
離
策
を
契
機
と
し
て
、
在
地
の
給
人
名
主
層
の
百
姓
化
・
武
士
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人宿組合と武家奉公人

化
（
家
臣
団
へ
の
編
入
）
の
区
分
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
に
つ

れ
て
在
地
か
ら
徴
収
し
て
い
た
下
級
の
武
家
奉
公
人
も
固
定
化
し
て
く

る
。
慶
長
六
年
に
は
「
給
人
並
代
官
知
行
の
百
姓
召
仕
候
と
も
、
知
行
替

有
レ
之
に
付
、
三
ケ
年
以
来
の
も
の
は
其
在
所
に
可
二
残
置
↓
及
二
四
ケ
年
一

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

は
其
主
人
可
二
相
任
↓
自
然
不
レ
遂
二
百
姓
一
又
於
レ
致
二
奉
公
一
は
、
先
主
に

　
　
　
（
2
）

可
二
相
付
一
事
」
と
い
う
規
定
が
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
奉
公
人
の
雇

主
で
あ
る
武
士
が
完
全
な
地
方
知
行
を
行
な
っ
て
い
た
間
に
比
べ
、
武
士

が
城
下
町
に
集
住
す
る
と
、
下
級
の
武
家
奉
公
人
の
補
充
が
制
限
を
受
け

る
よ
う
に
な
る
上
、
参
勤
交
代
や
江
戸
藩
邸
等
国
元
の
ほ
か
に
生
活
領
域

が
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
が
武
家
奉
公
人
の
需
要
を
増
加
さ
せ
た
。
更
に
ま
た
幕

府
の
直
属
家
臣
団
の
軍
役
が
制
度
化
さ
れ
る
と
、
例
え
ば
二
百
石
の
士
は

八
名
・
三
百
石
の
士
は
十
名
・
千
石
に
な
る
と
二
十
一
名
の
規
定
、
こ
れ

に
基
づ
い
た
軍
役
量
の
確
保
を
計
ろ
う
と
し
、
諸
藩
で
も
大
坂
の
陣
・
将

軍
上
洛
・
日
光
社
参
・
島
原
の
乱
等
の
動
員
を
契
機
に
幕
府
へ
の
忠
誠
を

誓
う
た
め
に
家
中
の
軍
役
を
整
え
、
こ
の
軍
役
の
要
員
で
あ
る
下
級
の
武

家
奉
公
人
の
需
要
が
こ
こ
に
俄
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
北
島
氏
の
言

葉
を
か
り
れ
ば
「
島
原
の
戦
乱
が
や
み
、
軍
役
の
臨
戦
的
性
格
が
し
だ
い

に
失
わ
れ
、
し
か
も
都
市
生
活
者
、
ま
た
新
し
い
封
建
官
僚
と
し
て
繁
雑

な
行
政
的
事
務
の
執
行
者
に
転
化
し
た
封
建
家
臣
団
が
、
戦
国
的
な
軍
役

の
に
な
い
手
と
し
て
の
譜
代
奉
公
人
よ
り
も
、
役
方
事
務
機
構
の
下
級
労

働
力
と
し
て
手
軽
に
役
に
立
つ
出
替
り
奉
公
人
の
ほ
う
を
要
求
し
た
の
は

　
（
3
）

当
然
」
で
あ
り
、
国
元
に
育
っ
た
者
よ
り
も
江
戸
の
公
務
上
の
慣
例
や
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

理
に
明
る
い
老
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
城
下
町
で
の
武
士
の
生
活
は

貨
弊
経
済
の
進
展
に
伴
っ
て
消
費
的
に
な
り
、
固
定
さ
れ
た
収
入
の
た
め

向
上
す
る
経
済
生
活
に
順
応
で
き
ず
、
困
窮
す
る
も
の
が
増
加
し
た
。
そ

し
て
譜
代
奉
公
人
は
徒
ら
に
主
人
の
禄
を
空
費
す
る
厄
介
者
と
な
っ
て
い

（
5
）

く
。　
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
江
戸
中
期
頃
よ
り
譜
代
奉
公
人
が
解
放
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
、
期
間
・
給
金
を
定
め
て
雇
い
入
れ
る
出
替
り
奉
公
人
の
出
現
を
広
汎
に

見
る
よ
5
1
に
な
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
主
従
関
係
に
基
づ
く
終
身
奉
公
人
の

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

譜
代
奉
公
人
が
消
滅
し
、
雇
主
が
給
金
を
与
え
て
奉
公
人
の
労
働
を
買
う

と
い
う
雇
傭
契
約
に
よ
る
武
家
奉
公
人
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
1
）

穿
）（

3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

『
昇
平
夜
話
』
（
日
本
経
済
大
典
十
四
所
収
）
附
録
長
柄
者
の
項

『
加
賀
藩
農
政
史
考
』
第
八
編
e
百
姓
奉
公
人
の
定

「
武
家
の
奉
公
人
」
（
進
士
慶
幹
編
『
江
戸
時
代
武
士
の
生
活
』
所
収
）

一
三
八
頁

『
政
談
』
（
日
本
経
済
叢
書
巻
三
所
収
）
三
七
一
頁
に
「
出
替
者
ハ
（
中

略
）
年
々
人
ヲ
置
替
レ
バ
、
新
キ
人
ヲ
珍
ク
仕
故
、
気
改
テ
ヨ
シ
、
世

間
ニ
ス
レ
タ
ル
者
ナ
レ
パ
、
供
廻
使
等
言
付
テ
モ
利
ロ
ニ
テ
ヨ
シ
、
如
レ

此
ナ
ル
子
細
二
依
テ
、
人
々
皆
出
替
者
ヲ
好
」
層
と
見
ら
れ
る
。

前
掲
書
三
七
一
頁
「
譜
代
ハ
面
倒
ナ
ル
者
也
、
家
内
一
一
テ
生
レ
出
ル
者

ナ
レ
パ
、
幼
少
ヨ
リ
介
抱
ノ
入
ル
コ
ト
ナ
リ
（
以
下
続
く
）
」

出
替
り
奉
公
人
（
H
出
替
者
）
は
、
広
義
に
み
れ
ば
年
季
奉
公
人
の
一

種
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
年
季
奉
公
人
と
は
、
一
定
期
限
、
商
家
で
は
十
年
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（
7
）

あ
る
い
鳳
二
十
年
㍗
職
人
の
弟
子
で
は
十
年
、
主
家
に
奉
公
し
、
技
術
を

修
得
し
、
暖
簾
分
け
し
て
別
家
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

た
か
ら
、
そ
の
雇
傭
期
間
中
は
雇
主
の
家
族
の
一
員
と
し
て
、
身
分
的

な
従
属
者
で
あ
り
、
衣
食
住
は
勿
論
、
そ
の
他
算
筆
等
の
教
育
も
雇
主

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
、
特
定
に
賃
金
を
も
ら
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、
出
替
り
奉
公
人
は
そ
の
点
が
異
な
り
、
労
働
に
対
し
て
給
金
を

受
け
取
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
雇
傭
期
間
が
一

季
．
（
1
1
一
年
）
、
ま
れ
に
半
季
も
あ
っ
た
、
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
者
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
わ
り

季
奉
公
人
・
一
季
者
・
一
季
居
と
称
し
た
。
出
替
り
奉
公
で
は
出
替
り

を
行
な
う
ぺ
き
始
期
終
期
を
一
定
に
し
、
こ
れ
を
出
替
日
限
と
称
し

た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
後
日
機
会
が
あ
れ
ば
述
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
『
政
談
』
三
七
一
頁
「
元
ヨ
リ
有
来
ル
譜
代
ヲ
バ
、
後
世
ノ
為
、
慈
悲

　
　
　
カ
コ
ツ

之
為
杯
二
托
ケ
テ
、
ヒ
マ
ヲ
出
シ
テ
、
今
ハ
武
家
二
絶
テ
ナ
シ
」

　
　
　
　
二
　
奉
公
人
請
負
制
と
人
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
出
替
り
奉
公
人
の
供
給
源
は
農
村
か
ら
の
出
稼
人
で
、
江
戸
に
親
類
や

同
国
の
知
人
が
あ
り
、
そ
の
紹
介
で
職
に
つ
く
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
周
旋
業
者
を
介
し
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
人

宿
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
宿
ば
専
ら
、
短
期
の
一
季
・
半
季
奉
公
人
を
扱
い
、
し
か
も
そ
の
多

く
が
、
武
家
方
の
奉
公
人
で
あ
っ
た
。
享
保
十
年
に
「
奉
公
人
出
代
り
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

節
、
急
二
相
止
候
て
は
武
家
方
差
支
可
レ
申
候
（
中
略
）
尤
入
口
相
止
候

て
も
町
恋
塞
蕃
奮
纂
二
璽
含
（
醇
機
畷
集
）
と
あ
る
・

と
や
、
寛
政
十
二
年
に
「
近
年
別
て
不
堵
之
人
宿
共
多
、
甚
不
取
締
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
、
欠
落
者
不
レ
絶
、
別
て
武
家
差
支
相
成
候
」
（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
H
・
口
）
と
み
ら

れ
る
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
人
宿
」
な
る
語
は
、
法
令
用
語
で
あ
っ
て
一
般
に
は
入
口
・
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
も
い
り

入
・
口
入
人
・
奉
公
人
之
宿
・
請
人
宿
・
肝
煎
の
宿
・
け
い
あ
ん
（
桂
庵
）
等

　
　
　
　
　
（
2
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
語
の
初
見
を
金
田
平
一
郎
氏
は
貞
享
四
年
正
月

と
さ
れ
た
が
、
南
氏
は
そ
れ
よ
り
半
世
紀
も
前
の
『
御
徒
頭
無
名
氏
之
記
』

（内

t
文
庫
所
蔵
）
中
の
寛
永
＋
七
年
＋
月
＋
詣
の
条
に
み
ら
れ
る
と
正
さ
れ
た
。

農
村
史
料
に
も
「
ロ
入
」
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
ロ
入
人
」
と
は

貧
窮
農
民
層
で
人
身
売
買
が
密
々
行
な
わ
れ
て
い
た
頃
か
ら
存
在
し
た
公

共
性
を
帯
び
な
い
純
粋
に
私
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
「
人

宿
」
な
る
語
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
頃
か
ら
、
公
共
性
の
強
い
専
任
業

者
と
し
て
の
そ
れ
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
し
て
良
い
と
思
う
の

で
あ
る
。
ま
た
町
方
の
武
家
奉
公
の
史
料
に
も
「
口
入
」
が
あ
ら
わ
れ

璽
「
。
入
」
の
者
よ
り
御
屋
整
近
い
。
入
人
の
音
心
で
あ
ろ
う
か
・

「
殿
前
口
入
」
の
存
在
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
史
料
不
足
の

た
め
、
保
留
し
て
お
こ
う
。
享
保
四
年
、
大
坂
辺
か
ら
西
国
筋
の
五
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

平
戸
・
大
村
辺
に
奉
公
に
で
て
い
る
「
お
こ
し
奉
公
人
」
に
つ
い
て
、
幕

府
か
ら
各
藩
主
に
申
し
渡
し
が
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
中
「
お
こ
し

奉
公
人
」
を
口
入
す
る
者
が
み
ら
れ
、
ま
た
秀
村
氏
の
「
近
世
前
期
肥
後

に
お
け
る
『
上
方
抱
下
し
者
』
」
か
ら
も
、
大
坂
に
口
入
業
者
の
存
在
が
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君

人宿組合と武家奉公人

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
す
で
に
法
令
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

「
人
宿
」
な
る
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
こ
　
　
　
で
　
い

　
江
戸
に
出
た
出
替
り
奉
公
人
は
、
人
宿
に
止
宿
し
て
「
寄
子
」
　
「
出
居

し
ゆ
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み
こ

衆
」
（
後
に
人
宿
が
組
合
を
作
る
よ
う
に
な
る
と
「
組
子
」
と
も
い
わ
れ

た
ら
し
い
こ
と
が
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
⇔
に
み
ら
れ
る
。
）
と

な
り
、
奉
公
口
を
探
し
た
の
で
あ
る
。
奉
公
人
は
一
度
そ
の
人
宿
の
寄
子

と
な
る
と
、
た
と
え
奉
公
先
は
変
っ
て
も
人
宿
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
故
人
宿
は
勢
力
拡
大
の
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
寄
子
を
持
と

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
人
宿
は
、
品
川
（
東
海
道
）
・

板
橋
（
中
山
道
）
・
千
住
（
日
光
道
中
．
奥
州
道
中
）
・
内
藤
新
宿
（
甲
州
道

中
）
等
各
街
道
の
第
一
の
宿
場
、
江
戸
の
玄
関
口
に
召
使
い
を
送
っ
て
積

極
的
に
寄
子
に
引
き
入
れ
た
。
そ
の
た
め
悪
質
な
寄
子
奉
公
人
も
で
た
の

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
み

　
人
宿
に
止
宿
し
て
奉
公
先
が
見
つ
か
る
と
ま
ず
「
目
見
え
」
が
行
な
わ

れ
た
。
こ
れ
は
奉
公
人
が
御
屋
敷
ま
で
出
向
い
て
主
人
に
対
面
し
、
こ
れ

で
話
が
決
ま
り
奉
公
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
主
人
側
か
ら
手
付
の
前
渡
給

金
（
取
替
・
本
金
等
と
称
さ
れ
、
約
定
金
額
の
一
部
あ
る
い
は
過
半
）
が
、

奉
公
人
か
ら
は
請
状
が
だ
さ
れ
た
（
鮨
恥
幽
肌
励
勲
肌
吻
蒲
が
駈
）
。
商
家
奉
公
人

の
ご
と
き
は
奉
公
後
二
・
三
年
ま
た
は
四
・
五
年
を
経
て
か
ら
差
し
出
す
こ

と
も
あ
り
、
徒
弟
奉
公
等
で
も
請
状
は
必
ず
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
も
な
く
、
口
約
束
な
ど
で
堅
く
守
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
（
樋
聴
航
娚

裡
馨
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
し
か
し
短
期
の
武
家
奉
公
人
に
お
い
て
は
、
治
安
上
請
状
は
必
要
不
可

欠
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
請
状
に
は
一
、
人
物
の
保
証
、
一
、
宗

旨
旦
那
寺
の
明
示
（
切
支
丹
で
は
な
い
こ
と
）
、
一
、
不
祥
事
が
生
じ
た
時
の

責
任
を
負
う
こ
と
（
前
渡
給
金
の
返
却
や
代
人
を
差
し
出
す
こ
と
）
等
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
請
状
を
作
成
す
る
の
は
奉
公
人
自
身
で
は
な
く
身
元
保

証
人
た
る
請
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
奉
公
人
の
請
人
と
な
る
者
は
、
万
治
二

年
以
降
「
其
奉
公
人
之
国
所
を
承
届
」
け
て
か
ら
請
に
立
つ
よ
う
に
命
じ
ら

れ
た
。
こ
れ
は
欠
落
者
等
が
再
度
奉
公
に
出
る
の
を
厳
し
く
取
締
る
た
め

で
あ
っ
た
。
寛
文
五
年
に
は
請
人
は
確
か
な
人
主
・
下
請
人
を
選
び
、
手
形

を
取
り
置
き
請
に
立
つ
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
請
人
の
下
請
人
に

対
す
る
吟
味
が
強
く
な
り
、
「
在
々
よ
り
奉
公
二
来
候
者
共
致
二
難
儀
剛
不
二

在
付
一
在
所
え
帰
候
族
有
レ
之
」
と
い
う
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
、
奉

公
人
相
応
の
下
請
が
あ
っ
た
な
ら
請
判
を
す
る
よ
う
に
と
改
正
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
ぬ
し

　
さ
て
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
人
主
」
（
「
や
り
主
」
と
も
書
か
れ
る
場
合
が

　
　
　
（
6
）

あ
る
ら
し
い
。
）
・
「
下
請
人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
人
主
は
原
則
と
し
て
奉
公
人
の
父
兄
が
保
証
人
と
な
っ
た
場
合
を
い

い
、
法
律
上
当
然
保
証
の
責
任
が
生
じ
、
奉
公
契
約
に
お
け
る
担
保
と
請

人
に
奉
公
人
の
人
物
保
証
と
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
し
か
し
江
戸
中
期

以
降
は
形
式
的
な
連
署
者
と
な
り
、
実
質
的
に
親
類
縁
者
で
あ
る
こ
と
も

少
な
く
な
り
、
人
主
の
制
度
は
衰
え
た
。
ま
た
、
下
請
人
は
奉
公
契
約
に

お
け
る
担
保
は
せ
ず
、
請
人
に
奉
公
人
の
人
物
を
保
証
す
る
の
み
で
馬
上

請
あ
る
い
は
本
請
（
“
請
人
）
に
対
す
る
下
請
の
意
で
、
人
主
・
下
請
人
の
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両
者
を
下
請
人
と
称
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
請
状
の
差
し
出
し
主
で
あ
る
請
人
は
、
奉
公
人
の
保
証
人
で
あ
り
、

そ
れ
に
伴
う
種
々
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
奉
公
人
が
逃
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
お
い

　
　
か
け
お
ち

（
1
ー
欠
落
や
取
逃
）
及
び
引
負
（
腿
主
人
の
金
銭
を
無
断
で
使
い
込
む

こ
と
）
を
し
た
楊
合
に
は
、
そ
の
受
領
し
た
前
渡
給
金
を
代
償
す
る
こ
と
、

逃
亡
し
た
奉
公
人
を
一
定
期
限
（
原
則
と
し
て
は
三
十
日
）
に
尋
ね
出
し

て
雇
主
に
引
渡
す
こ
と
（
た
だ
し
武
家
奉
公
人
が
請
人
で
あ
る
場
合
は
奉

公
人
尋
ね
出
し
の
義
務
を
負
う
こ
と
は
な
か
っ
た
）
、
ま
た
、
取
逃
品
が

あ
れ
ば
捜
査
し
て
雇
主
に
返
還
し
、
引
負
金
を
弁
償
す
る
こ
と
等
々
を
保

証
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
奉
公
人
が
欠
落
引
負
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
請
人
に
か
か
る
刑

法
上
の
責
任
に
つ
い
て
時
代
を
追
っ
て
見
て
み
よ
う
。
元
和
五
年
に
は
欠

落
者
の
請
人
は
「
申
定
候
切
米
之
一
倍
」
を
、
ま
た
、
御
陣
・
御
上
洛
・
普
請
な

ど
の
大
事
の
時
に
出
た
欠
落
者
を
尋
ね
出
せ
な
い
場
合
は
「
為
二
過
料
一
右

約
束
之
一
倍
」
を
、
（
こ
れ
を
履
行
し
な
い
者
は
牢
舎
、
そ
の
う
え
主
人
に

任
せ
る
）
、
特
に
公
儀
御
法
度
に
背
い
て
欠
落
し
た
者
を
尋
ね
だ
せ
な
い
と

き
は
「
請
人
可
レ
為
二
死
罪
一
事
」
と
定
め
ら
れ
た
。
更
に
五
十
年
程
後
の

寛
文
六
年
に
は
番
所
へ
奉
公
人
欠
落
を
訴
え
出
ら
れ
れ
ば
「
受
人
を
ハ
手

鎖
を
お
ろ
し
、
惣
店
之
者
二
預
ケ
、
毎
日
封
印
を
致
さ
せ
、
屋
守
を
ハ
籠

舎
」
に
申
し
つ
け
ら
れ
、
奉
公
人
・
請
人
共
に
欠
落
を
す
る
と
「
（
請
人
の
）

家
主
手
鎖
を
お
ろ
し
、
其
棚
中
之
者
二
預
ケ
、
毎
日
封
印
を
改
さ
せ
、
店

受
人
二
日
切
を
い
た
し
尋
さ
せ
」
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寛
文
八
年
に
は
欠

落
奉
公
人
を
だ
し
た
請
人
は
、
自
分
の
家
に
住
む
場
合
は
閉
門
と
な
り
、

借
家
で
あ
れ
ば
家
守
は
籠
舎
と
な
っ
た
。
元
禄
十
五
年
の
町
触
で
は
、
引

負
取
逃
し
た
奉
公
人
の
請
人
は
、
そ
の
給
金
は
必
ず
弁
償
す
る
こ
と
、
引

負
取
逃
の
弁
済
金
は
請
人
の
「
分
限
有
次
第
」
、
不
足
分
は
主
人
の
損
失

と
し
た
。

　
し
か
し
実
際
に
弁
済
を
迫
ら
れ
た
側
の
実
情
は
「
請
人
人
主
身
上
相
潰

候
て
も
不
二
峙
明
一
候
二
付
、
手
錠
又
は
牢
舎
二
罷
成
、
妻
子
及
二
渇
命
一
候

由
、
当
人
ハ
不
届
二
候
得
共
、
妻
子
共
不
便
成
事
二
候
」
と
い
う
状
態
で

あ
り
、
そ
の
弁
済
責
任
は
請
人
の
家
持
に
ま
で
お
よ
び
、
家
屋
敷
を
売
払

う
者
が
続
出
し
た
。

　
そ
れ
故
宝
永
七
年
の
人
宿
の
組
合
創
設
に
当
っ
て
は
、
「
主
人
よ
り
断

在
レ
之
候
ハ
エ
、
請
人
丼
組
合
之
者
共
方
よ
り
沸
給
金
一
『
て
も
人
代
に
て
も

主
人
相
対
之
上
差
出
シ
、
取
逃
之
品
は
代
金
二
積
り
七
日
之
内
主
人
え
相

渡
、
欠
落
者
は
尋
出
シ
、
武
士
方
は
主
人
え
相
渡
、
町
方
は
月
番
之
奉
行
所

え
召
連
可
レ
来
候
」
と
改
正
さ
れ
た
。
し
か
し
組
合
の
停
止
さ
れ
て
い
た

享
保
初
期
に
は
、
請
人
が
御
仕
置
に
な
っ
て
い
た
り
ま
た
は
欠
落
し
て
し

ま
っ
て
い
て
も
「
奉
公
人
之
継
判
欠
落
取
逃
等
之
出
入
金
不
レ
残
其
請
人

家
主
江
相
懸
り
候
故
、
段
々
彩
敷
出
入
二
罷
成
、
末
々
二
至
候
而
ハ
、
不
二

存
寄
一
身
躰
潰
候
者
多
ク
難
儀
仕
候
」
と
、
以
前
の
状
態
に
も
ど
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
享
保
四
年
に
給
金
弁
済
は
請
人
へ
急
度
申
し
付
け
、
請

人
の
身
躰
限
り
と
し
た
。
こ
う
し
て
給
金
弁
済
義
務
の
強
制
方
法
が
緩

和
さ
れ
、
ま
た
、
取
逃
引
負
等
の
欠
落
者
に
つ
い
て
も
請
人
三
十
日
限
の
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尋
ね
。
不
尋
ね
は
過
料
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
更
に
「
奉
公
人
給
金
借
金

等
之
儀
二
付
、
請
人
又
ハ
家
主
五
人
組
な
と
を
屋
敷
方
江
留
置
、
済
方
申

付
候
事
堅
無
レ
之
筈
二
候
」
と
、
直
接
債
務
責
任
の
な
い
家
主
五
人
組
に

ま
で
及
ん
で
い
た
保
証
責
任
を
除
い
た
こ
と
は
、
封
建
的
な
債
務
履
行
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

務
か
ら
の
脱
皮
と
し
て
注
目
し
て
良
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

家
主
名
主
は
奉
公
人
あ
る
い
は
請
人
の
身
元
保
証
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ

っ
た
。
勿
論
こ
れ
は
奉
公
人
一
件
の
み
の
こ
と
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
民
間
治
安
上
の
重
要
な
政
策
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で

あ
る
か
ら
、
先
の
享
保
四
年
の
法
令
は
そ
の
責
任
の
す
べ
て
が
消
滅
し
た

と
い
う
の
で
は
な
く
、
直
接
債
務
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
程
度
で

あ
っ
た
。
享
保
十
一
年
に
至
り
専
ら
請
人
が
負
っ
て
い
た
奉
公
人
給
金
出

入
の
弁
済
義
務
を
人
主
も
分
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
果
さ
な
い
と

き
は
、
請
人
人
主
共
に
身
躰
限
り
に
申
し
付
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
江
戸
幕
府
の
基
本
法
典
で
あ
る
公
事
方
御
定
書
が
編
纂
さ

れ
、
欠
落
奉
公
人
及
び
そ
の
請
人
に
対
す
る
刑
が
細
か
く
規
定
さ
れ
、
奉

公
人
請
負
制
が
法
的
に
整
備
確
立
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
保
証
人
に
は
、
種
々
の
義
務
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
保

証
人
と
な
る
に
は
規
定
が
あ
っ
た
。
元
禄
十
二
年
の
法
令
で
は
女
子
と
十

七
才
以
下
の
男
子
に
は
そ
の
資
格
が
な
い
こ
と
、
貞
享
四
年
に
は
下
請
人

は
同
一
主
人
の
奉
公
人
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら

に
奉
公
人
相
互
に
請
に
立
つ
こ
と
も
、
幕
臣
が
請
人
と
な
る
こ
と
も
禁
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
武
家
奉
公
人
が
人
主
と
な
る
の
を
禁
じ
て
い
る
が
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
は
黙
認
さ
れ
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
奉
公
契
約
に
は
、
請
人
が
不
可

欠
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
人
宿
は
奉
公
人
の
請
人
と
な
り
債
務
の
保
証

を
請
負
っ
て
、
奉
公
人
に
そ
の
奉
公
先
を
周
旋
す
る
の
を
業
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
そ
れ
故
、
奉
公
人
か
ら
そ
の
請
人
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
、

判
銭
゜
判
賃
゜
判
代
等
都
さ
れ
る
も
の
を
受
け
取
る
と
同
時
に
・
奉

公
先
の
・
き
き
に
対
す
る
周
施
料
を
受
け
取
．
て
営
業
ル
醜
．
あ
周
施

料
は
雇
主
と
奉
公
人
の
両
方
か
ら
取
る
場
A
．
も
見
ら
れ
る
が
、
（
醜
の
里

史
料
か
ら
武
家
奉
公
人
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
見
る
見
方
は
危
険
で

あ
り
、
断
言
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
人
宿
は
奉
公
人
か
ら
飯
（
米
）
料
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
人
宿
方
に
寄
子
と
な
っ
て
止
宿
し
て
い
た
間
の
養
料
と
し
て
支
払

わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
人
宿
の
収
入
は
右
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
支
出
と
し
て
は
出
入
り
の
屋

敷
役
人
へ
盆
暮
五
節
句
の
遣
い
物
と
し
て
だ
さ
れ
る
も
の
で
、
年
始
扇
．
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
ご
　
　
　
　
そ
う
め
ん
　
　
　
　
　
ひ
ざ
か
な

月
干
大
根
・
五
月
か
さ
ご
干
物
・
暑
中
芋
籠
・
盆
素
麺
。
九
月
干
肴
．
寒

中
玉
子
・
暮
醗
粥
、
参
勤
の
節
は
風
呂
敷
・
手
拭
弐
筋
な
ど
、
金
額
に
す

る
と
一
軒
に
つ
き
一
年
に
弐
分
壱
朱
位
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
参
勤
交
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
き
の
送
り
迎
え
に
出
る
入
用
も
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
人
請
契
約
に
お
い
て
は
請
人
が
田
舎
国
元
に
居
住
す
る
「
在

方
之
者
」
、
い
わ
ゆ
る
田
舎
請
国
請
で
あ
っ
て
も
差
支
え
な
か
っ
た
の
で
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あ
っ
て
、
人
宿
は
そ
の
よ
う
な
者
の
職
も
周
旋
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
自

分
ρ
周
旋
す
る
奉
公
人
の
請
人
で
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。

（
1
）
　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
御
触
書
天
明
集
成
三
〇
一
四
・
『
世
事
見
聞
録
』
百

　
　
　
姓
の
事
一
一
一
ー
一
一
四
頁
等
。

（
2
）
徳
川
禁
令
考
後
集
四
四
一
頁
「
武
家
之
家
来
供
先
二
而
不
瑠
致
し
候
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
の
井
人
宿
御
仕
置
之
儀
二
付
御
書
付
」
に
、
「
入
口
之
も
の
ハ
過
料
五

　
　
　
貫
文
、
度
々
二
及
ひ
候
ハ
・
、
株
取
放
、
或
ハ
江
戸
払
」
と
あ
る
。
株

　
　
　
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
人
宿
組
合
員
で
あ
る
こ
と
だ
が
（
後
述
）
、
こ

　
　
　
こ
で
は
人
宿
の
こ
と
を
「
入
ロ
之
も
の
」
と
呼
ん
で
い
る
。
口
入

　
　
　
（
翻
魂
保
）
。
・
入
人
（
墾
餐
。
奉
公
人
之
宿
（
繭
聖
蛋
集
）
。
請

　
　
　
人
宿
（
「
享
保
集
成
蕊
論
録
四
十
古
事
類
苑
六
四
入
頁
所
収
」
Y
受
人
宿
（
墾
識
壕
集
）
。
°
肝
煎
の
宿

　
　
　
（
「
む
か
し
む
か
し
物
語
」
近
世
風
俗
見
開
集
e
・
二
九
頁
所
収
）
。
け
い
あ
ん
（
鋸
驚
罷
鵬
）
・
桂
庵

　
　
　
（
掻
釜
懇
志
」
）
。
・

（
3
）
鷲
見
等
曜
「
泉
南
地
方
の
奉
公
人
資
料
」
（
「
近
世
史
研
究
」
一
巻
三

　
　
　
号
）
中
の
引
用
史
料
よ
り
。

（
4
）
秀
村
選
三
氏
前
掲
論
文
一
一
四
頁
よ
り
引
用
、

　
　
　
（
前
略
ス
）

寛
永
拾
九
笄
＋
月
　
．
　
は
く
ら
う
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
　
　
　
浄
心
　
　
印
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町
こ
ん
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
人
　
　
善
二
郎
　
　
印
判

　
浅
井
茂
太
夫
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
人
　
　
仁
左
衛
門
　
書
判

　
　
　
　
　
　
　
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿
前
ロ
入
　
与
四
右
衛
門
　
印
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ニ
し

（
5
）
　
「
お
こ
し
」
は
送
来
、
他
動
詞
下
二
段
活
用
、
送
リ
来
タ
ス
・
・
ヨ
コ
ス

　
　
　
の
意
。
歴
史
用
語
と
し
て
の
「
お
こ
し
奉
公
人
」
は
「
本
国
知
れ
ざ
る

　
　
　
者
之
儀
」
で
あ
る
。
古
事
類
苑
政
治
部
⇔
六
四
五
頁
に
は
「
村
こ
し
奉

　
　
　
公
人
」
と
な
っ
て
い
る
が
「
こ
れ
は
た
ぶ
ん
「
お
」
．
の
「
於
」
を
「
村
」

　
　
　
と
読
み
誤
ま
っ
た
為
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
秀
村
選
三
氏
前
掲
論
文
＝
五
頁
所
収
の
史
料
を
抜
葦
す
る
と
「
出
水

　
　
　
大
宮
西
へ
入
町
、
や
り
主
、
つ
る
母
　
書
判
」

（
7
）
　
各
法
令
出
典
の
註
は
省
略
し
た
。
な
お
こ
の
法
制
史
的
な
変
遷
は
南
和

　
　
　
男
氏
「
江
戸
の
武
家
奉
公
人
と
人
宿
」
に
も
詳
し
い
。

（
8
）
禁
止
令
は
『
正
宝
事
録
』
七
〇
慶
安
五
年
四
月
八
日
。
黙
認
と
考
え
ら

　
　
　
れ
る
の
は
、
享
保
撰
要
類
集
⇔
上
拾
五
・
御
触
書
寛
保
集
成
二
三
三
二

　
　
　
等
。

（
9
）
　
判
銭
（
「
政
談
」
日
本
経
済
叢
書
巻
三
、
三
四
八
頁
）
。
判
賃
（
卸
触
書

　
　
　
寛
保
集
成
二
一
二
一
七
）
。
判
代
（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
⇔
）
に

　
　
　
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

°陸

ﾚ
壱
人
一
ケ
年
極
給
金

　
　
　
一
、
金
七
両
三
歩

　
　
　
　
　
　
　
内
五
両
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
公
人
江
渡
ス

　
　
　
　
　
　
　
壱
分
弐
朱
　
　
　
　
　
　
部
屋
入
諸
入
用
其
外
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
三
分
三
朱
ト
　
　
　
　
　
入
口
人
宿
判
代

　
　
　
　
　
　
　
　
壱
匁
八
分
七
リ
五
毛

　
　
　
　
　
　
　
弐
分
弐
朱
　
　
　
　
　
　
　
諸
人
諸
入
用

　
　
　
　
　
　
　
三
分
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
壱
匁
八
分
七
リ
五
毛
，
奉
公
人
下
請
之
者
江
渡
ス

　
　
　
　
　
　
　
〆
金
七
両
三
分
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人宿組合と武家奉公人

　
　
（
朱
書
）

　
　
右
給
金
壱
両
に
付
、
歩
合
五
分
方
引
下
仕
、
判
代
其
外
之
儀
も

　
　
右
五
歩
之
割
合
二
准
シ
、
引
下
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

（
1
0
）
　
『
大
阪
市
史
』
（
三
）
七
八
七
頁
、
天
明
八
年
三
月
廿
日
。
ま
た
こ
こ
か

　
　
ら
、
周
旋
料
は
「
口
入
料
」
「
ロ
銭
」
「
世
話
料
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ

　
　
と
が
知
ら
れ
る
。

（
1
1
）
金
田
氏
の
説
（
前
掲
論
文
一
8
頁
）
を
、
南
氏
（
「
江
戸
の
武
家
奉
公
人

　
　
と
人
宿
に
つ
い
て
」
二
頁
）
も
引
用
し
て
い
る
。

（
1
2
）
　
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
e
、
天
保
十
三
年
九
月
。

三
　
人
宿
の
組
合
制
度
の
変
遷

　
　
　
〔
一
〕
人
宿
組
合
の
創
設

　
人
宿
の
組
合
は
、
宝
永
七
年
に
創
設
さ
れ
た
（
御
触
書
寛
保
集
成
二
三
一
〇
他
）
。
こ
れ
は

幕
府
か
ら
の
通
達
に
よ
っ
た
も
の
で
、
従
来
の
「
人
宿
之
繹
」
「
仕
形
」
を

改
め
、
名
主
家
主
五
人
組
の
監
視
に
よ
る
町
奉
行
支
配
下
に
制
度
的
に
組

み
込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
そ
れ
で
は
従
来
の
人
宿
の
謬
・
仕
形
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
宝
永
三
年
の
法
令
中
、
寄
子
を
長
期
間
手
許
に
置
い
て
奉
公
に

差
し
出
さ
な
い
人
宿
が
み
ら
れ
る
（
御
触
書
寛
保
集
成
一
＝
二
〇
六
）
。
こ
れ
は
奉
公
人
不
足

を
き
た
す
原
因
を
作
っ
た
。
ま
た
同
六
年
の
触
書
に
は
奉
公
人
の
請
人
で

あ
る
人
宿
の
悪
業
が
克
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
「
奉
公
人
之
請
人
近

年
別
て
不
堵
に
有
レ
之
、
致
二
請
状
一
給
分
取
γ
之
、
不
二
引
越
肉
又
ハ
引
越
一

両
日
相
勤
、
致
二
欠
落
一
候
族
数
多
有
γ
之
、
（
中
略
）
畢
寛
人
宿
之
徳
分
二

成
候
様
二
相
聞
候
、
三
番
所
之
届
有
レ
之
召
出
於
二
番
所
一
申
付
候
給
金
取

逃
之
儀
も
、
連
々
二
致
二
返
弁
一
候
得
は
、
事
済
候
と
存
L
じ
て
い
る
者
が

い
た
り
、
さ
ら
に
は
奉
公
人
が
欠
落
を
し
た
の
で
請
人
に
伝
え
る
と
請
人

も
欠
落
し
た
り
、
店
を
替
え
た
り
、
相
互
に
支
配
違
い
の
場
所
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
り
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
（
御
触
書
寛
保
集
成
二
三
〇
九
他
）
。

　
そ
こ
で
翌
同
七
年
、
組
合
結
成
令
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
当
然
そ
の

目
的
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
宝
永
七
年
以
前
の
法
令
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら

れ
る
「
判
賃
飯
料
の
外
、
奉
公
人
え
何
角
と
む
さ
ほ
り
た
る
儀
申
懸
、
金

銀
を
取
、
奉
公
人
難
二
相
勤
一
様
二
仕
」
ら
せ
た
り
、
「
奉
公
人
欠
落
致
さ

せ
請
人
を
替
、
外
え
奉
公
二
出
」
す
よ
う
な
、
人
宿
自
体
の
不
正
を
取
締

る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
人
宿
は
奉
公
人
の
請
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
さ
ら
に

は
、
奉
公
人
を
監
督
取
締
り
、
欠
落
取
逃
等
の
悪
事
を
滅
少
さ
せ
、
ひ
い

て
は
「
武
士
方
若
党
・
中
間
と
も
に
致
二
請
状
帆
取
替
金
請
取
、
奉
公
人
不

レ
為
二
引
越
帆
又
は
四
・
五
日
相
勤
候
内
、
取
逃
等
為
レ
致
」
と
、
雇
主
で
あ

る
武
家
方
の
被
害
の
減
少
・
防
止
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
取
締
り
方
法
と
し
て
三
百
九
拾
余
人
程
の
人
宿
を
三
拾
人
ず
つ
の

拾
三
組
に
編
成
し
、
取
逃
欠
落
奉
公
人
が
出
た
場
合
に
は
、
請
人
と
組
合

両
方
で
弁
済
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
い
か
え

れ
ば
、
従
来
個
々
の
人
宿
が
負
担
し
て
い
た
責
任
を
、
組
内
の
人
宿
の
連

帯
で
負
担
さ
せ
る
と
い
う
確
実
な
弁
済
方
法
を
と
り
、
こ
れ
に
背
く
者
は

人
宿
組
合
の
自
治
の
中
で
除
名
さ
せ
、
こ
こ
に
幕
府
は
そ
の
組
合
を
手
中

一23一



に
お
さ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
後
組
合
外
で
人
宿
を
し
て
い
る
者
が
あ
れ
ば
証
拠
を
取
っ
て
奉
行
所

へ
申
し
だ
さ
せ
て
、
組
合
外
の
人
宿
は
認
め
な
い
方
針
を
と
っ
た
が
、
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
み

人
で
、
親
類
ま
た
は
同
国
の
好
身
（
皿
誼
）
で
一
人
二
人
の
奉
公
人
の
身

元
請
を
す
る
の
を
許
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
組
合
外
請
人
の
寄
子
が
欠
落
を

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
寄
子
が
五
人
以
上
い
る
者
は
、
そ
れ
が
親

類
同
国
人
で
も
人
宿
家
業
と
み
な
す
こ
と
に
し
た
。

〔
二
〕
組
合
停
止

　
し
か
し
組
合
結
成
の
僅
か
三
年
後
の
正
徳
三
年
「
人
宿
組
合
出
来
候
以

後
、
取
　
欠
落
者
の
為
に
も
さ
し
て
な
ら
さ
る
由
、
相
聞
候
、
此
義
停
止

有
レ
之
」
と
、
人
宿
組
合
は
停
止
さ
れ
た
（
御
触
書
寛
保
集
成
二
九
一
五
。
二
九
一
六
）
。

　
°
そ
し
て
雇
主
に
対
し
て
は
古
来
の
よ
う
に
確
か
な
請
人
の
あ
る
奉
公
人

を
召
抱
え
る
よ
う
に
、
奉
公
人
に
対
し
て
は
「
狼
二
不
レ
成
様
」
ま
た
、
「
扶

持
給
金
弥
高
ク
不
レ
仕
様
」
に
と
付
け
加
え
て
い
る
。
幕
府
の
意
図
し
た

よ
う
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
組
合
組
織
に
よ
る
人
宿
・
奉
公
人

の
掌
握
策
は
不
成
功
に
終
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
組
合
停
止
か
ら
十
年
余
を
経
た
享
保
九
年
、
奉
公
人
の
取
逃
欠
落
は
止

ま
ず
、
さ
ら
に
人
宿
共
の
内
「
当
前
之
判
賃
取
候
事
を
専
に
い
た
し
、
奉

公
人
出
生
井
欠
落
者
之
吟
味
も
無
レ
之
請
二
立
、
（
御
屋
敷
へ
）
差
出
」
す

不
増
者
が
あ
っ
た
た
め
、
以
後
四
・
五
人
も
欠
落
奉
公
人
を
出
す
人
宿
は

名
主
か
ら
番
所
へ
届
け
出
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
享
保
十
一
年
、
素
人
（
1
1

素
人
宿
）
が
親
類
他
人
の
差
別
な
く
多
数
の
請
に
立
っ
て
い
る
t
と
に
注

目
し
、
以
後
拾
人
以
上
の
請
に
立
つ
こ
と
を
禁
じ
た
。
以
来
幕
末
に
至
る

ま
で
、
こ
の
規
定
は
継
続
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
同
じ
享
保
十
一
年
二
月
の
日
付
で
、
「
諸

奉
公
人
請
負
入
口
い
た
し
候
も
の
出
来
、
其
事
二
付
不
レ
宜
儀
共
有
レ
之
候

間
、
自
今
入
口
停
止
二
申
付
候
、
此
以
後
相
背
、
内
証
に
て
入
口
い
た
し

候
者
有
レ
之
、
後
日
に
相
知
候
は
」
急
度
可
二
申
付
一
候
」
（
蜘
鍛
舗
魂
譲
澗

㌶
鋳
鋤
諜
六
五
）
と
い
う
法
令
が
で
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
注
意
し
て
み
る

と
、
こ
の
法
令
に
は
、
法
令
用
語
と
し
て
す
で
に
普
遍
化
し
て
い
る
「
人

宿
」
の
語
を
用
い
て
お
ら
ず
、
「
奉
公
人
請
負
入
口
」
と
み
え
る
し
、
入
口

停
止
の
具
体
的
な
理
由
も
指
示
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
い
わ

れ
て
い
る
「
入
口
」
が
、
奉
公
人
の
周
旋
を
す
る
総
て
の
考
を
指
し
て
い

る
の
か
、
或
は
特
定
の
者
を
指
し
て
い
る
の
か
、
た
だ
「
日
雇
請
負
之
儀

は
別
段
之
事
に
候
間
、
構
無
γ
之
候
」
と
あ
る
の
で
、
「
入
口
」
の
中
に
日

雇
請
負
は
含
ま
れ
な
い
ら
し
い
。
総
て
の
業
者
を
指
し
た
と
す
る
な
ら
、

進
展
し
つ
つ
あ
る
雇
傭
労
働
に
停
止
を
か
け
た
事
に
な
る
。
し
か
し
こ
の

法
令
は
そ
の
他
の
史
料
と
の
関
連
性
が
全
く
な
く
、
そ
の
内
容
や
意
義
を

こ
れ
以
上
追
求
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

〔
三
〕
人
宿
組
合
再
結
成

　
享
保
十
五
年
二
月
「
近
年
諸
奉
公
人
取
逃
欠
落
多
く
、
畢
寛
請
人
共
不

堵
之
仕
方
二
付
、
今
度
吟
味
之
上
、
人
宿
弐
百
弐
人
に
相
定
」
「
其
向
寄

　　　一一



　
　
二
て
三
・
四
十
人
ほ
と
ツ
瓦
L
を
一
組
と
し
て
「
組
合
申
付
」
け
ら
れ
、
・

　
　
再
び
こ
こ
に
組
合
組
織
を
通
じ
て
、
寄
子
で
あ
る
奉
公
人
並
び
に
人
宿
の

　
　
取
締
り
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
（
御
触
書
寛
保
集
成
二
冒
三
六
三
葦
七
他
）
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

　
　
は
、
宝
永
七
年
、
正
徳
三
年
の
法
令
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
一
で
あ
っ
た
。

　
　
　
だ
が
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
法
令
に
は
経
済
的
要
素
が
織

　
　
り
込
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
近
年
八
木
段
々
下
直
二
候
処
、
請
奉
公

　
　
人
之
給
金
は
前
々
之
通
、
高
直
二
在
ゼ
之
候
」
と
米
価
と
奉
公
人
給
金
の

　
　
関
係
を
比
較
し
た
り
、
さ
ら
に
は
徒
若
党
の
衣
服
、
布
（
1
1
麻
）
木
綿
取
交

　
　
て
着
用
の
こ
と
と
風
俗
に
も
お
よ
び
、
そ
の
よ
う
に
し
て
彼
等
（
徒
若

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
じ
き

　
　
党
）
の
給
金
を
下
直
に
決
め
れ
ば
、
「
此
外
之
奉
公
人
」
の
給
金
は
こ
れ

　
　
に
准
じ
て
下
が
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
な
っ
た
時
に
は
人
宿
の
判
賃
も

　
　
引
下
げ
る
よ
う
に
と
触
れ
ら
れ
、
仮
定
的
・
消
極
的
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

　
　
に
奉
公
人
の
給
金
並
び
に
人
宿
へ
の
判
賃
の
引
下
げ
が
計
ら
れ
た
。

　
　
　
次
に
挙
げ
る
史
料
は
こ
の
享
保
十
五
年
の
再
結
成
の
御
触
書
案
で
、
享

　
　
保
十
四
年
十
二
月
付
に
な
っ
て
い
る
（
姉
騨
緻
蜘
纐
瞭
人
）
。
各
条
目
は
刊
本

　
　
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
「
給
金
之
定
」
が
あ
る
。

似
　
今
度
相
定
候

奉
　
　
　
　
　
人
宿
之
儀
二
付
武
士
方
江
御
触
書
案

圃
．
難
鰍
簾
箋
薩
黙
燧
鋏
楚
樋
相
定

合
　
　
　
組
合
為
レ
致
、
給
金
之
定
左
之
通
申
付
候

龍
　
霧
之
者
　
給
金
需
三
歩
美
両
迄

人
一
同
足
軽
同
弐
両
弐
歩
ず
弐
両
三
歩
迄

　
　
　
　
　
・
一
同
鑓
持
　
　
　
　
同
　
　
壱
両
三
歩
♂
弐
両
迄

一
同
陸
尺
之
者

一
同
御
附
之
者

一
同
草
履
取
．

一
同
挾
箱
持

一
同
中
間

一
同
端
女

　
　
（
下
略
）

同同右右同同

壱
両
弐
歩
♂
弐
両
三
歩
迄

壱
両
三
歩
ず
弐
両
迄

同
断
同
断
壱
両
三
歩
♂
壱
両
弐
歩
迄

壱
両
ず
壱
両
二
歩
迄

　
人
宿
か
ら
送
り
込
ま
れ
て
く
る
武
家
奉
公
人
の
給
金
を
幕
府
が
職
種
別

に
細
か
く
公
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
か
各
家
々
で
ま
ち
ま
ち
で

あ
っ
た
賃
金
を
一
定
に
し
、
武
家
の
経
済
上
の
便
宜
を
計
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
享
保
改
革
の
経
済
政
策
の
側
面
と
し
て
と
ら

え
て
み
て
も
よ
い
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
社
会
の
進
展
は
こ
の
よ

う
な
消
極
政
策
で
は
押
え
き
れ
ず
、
奉
公
人
や
人
宿
の
不
正
悪
業
は
社
会

問
題
化
し
て
行
き
、
享
保
十
五
年
以
降
も
人
宿
に
対
す
る
取
締
り
令
が
、

し
ば
し
ば
出
さ
れ
て
い
る
（
認
競
疎
議
四
〇
）
。

　
そ
の
後
天
保
十
二
年
十
二
月
、
水
野
忠
邦
の
天
保
改
革
に
よ
り
、
株
仲
間

の
解
散
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
れ
は
物
価
騰
貴
の
原
因
が
株
仲
間
に
あ
り
、
在

郷
商
業
が
発
達
し
、
従
来
の
株
仲
間
で
は
十
分
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
見
な
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
人
宿
組
合
も
「
御
差
止
」

』
妃
っ
た
。
享
保
十
五
年
の
再
結
成
か
ら
百
十
一
年
目
の
停
止
で
あ
っ
た
。

し
か
し
肇
が
失
敗
に
終
り
、
忠
邦
退
任
後
の
豪
四
年
、
在
郷
頭

を
も
含
め
た
株
仲
間
が
再
興
さ
れ
、
こ
の
機
に
人
宿
組
合
も
再
興
さ
れ
た
。

そ
し
て
交
久
二
年
「
諸
家
二
而
召
抱
置
候
奉
公
人
之
内
、
散
判
蔭
判
と
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唱
、
組
合
無
F
之
、
人
宿
渡
世
致
候
も
の
受
二
立
居
候
分
、
番
組
人
宿
請

二
引
替
」
る
よ
う
に
と
の
文
面
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
維
新
ま
で
奉
公

人
の
雇
傭
面
で
必
要
な
機
関
と
し
て
存
続
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
嘉
永
四
年
町
年
寄
が
人
宿
を
取
調
べ
た
書
付
に
よ
る
と
、
天
保
十
二
年

以
前
か
ら
家
業
し
て
き
た
者
は
三
百
四
十
六
人
、
天
保
十
二
年
以
来
の
新

規
の
者
は
百
三
十
六
人
、
現
在
人
数
は
計
四
百
八
拾
弐
人
で
あ
る
。
「
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

保
十
五
年
戌
年
組
合
御
定
人
数
、
二
百
七
十
人
程
」
で
あ
る
と
す
る
と
約

一
・
八
倍
、
し
か
し
享
保
十
五
年
当
時
出
さ
れ
た
法
令
に
は
二
百
二
人
と

　
　
（
4
）

み
ら
れ
る
か
ら
、
実
際
は
二
・
四
倍
の
増
加
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
5
）

　
人
宿
の
増
加
は
と
り
も
な
お
さ
ず
奉
公
人
、
そ
れ
も
武
家
奉
公
人
の
増

加
で
あ
り
、
賃
金
雇
傭
労
働
者
の
増
加
で
あ
り
、
封
建
主
従
関
係
崩
壊
の

一
要
因
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

諸
問
屋
再
興
調
⇔
（
「
大
日
本
近
世
史
料
」
収
料
）
三
三
一
頁
「
人
宿

取
調
申
上
候
書
付
」
中
に
み
ら
れ
る
。

註
（
1
）
に
同
じ

註
（
1
）
に
同
じ

市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
e
・
享
保
撰
要
類
集
⇔
上
十
九
・
御
触

書
寛
保
集
成
二
三
三
七
・
徳
川
禁
令
考
前
集
（
五
）
三
二
六
六
。

人
宿
数
は
享
保
十
五
年
二
百
二
人
、
天
保
十
三
年
三
百
四
十
人
位
、
嘉

永
四
年
四
百
八
十
二
人
と
増
加
し
て
き
て
い
る
。

四
組
合
組
織
の
拡
大
と
細
分
化

〔一

l
人
宿
株

　
『
世
事
見
聞
録
』
に
「
公
儀
の
御
用
す
ら
御
替
金
御
上
米
を
始
め
、
諸

御
用
物
、
町
人
の
請
け
負
ひ
、
ま
た
武
備
に
拘
り
た
る
徒
士
足
軽
の
受
け

負
ひ
、
旅
行
の
支
度
、
武
具
馬
具
諸
式
残
ら
ず
町
人
な
ら
で
は
な
ら
ぬ
世

の
振
合
ひ
故
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
宿
の
身
分
は
町
人
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
人
宿
が
組
合
に
加
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
人
宿
株
」
「
株
式
」

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
「
人
宿
株
」
は
普
通
身
内
に
相
続
さ
れ
る
。
次
の
史
料

（旧

l
宿
之
部
、
一
番
組
中
に
）
を
み
よ
う
。

　
　
山
本
屋
兼
右
衛
門
（
本
郷
元
町
又
七
店
）

　
　
　
　
兼
右
衛
門
（
麟
猷
蹴
鱒
弧
朋
ポ
鼎
絹
続
、
伯
父
上
総
屋
弥
市
後
見
　
幽

　　

@　

ｲ
七
（
灘
灘
璽
弟
引
受
相
続

親
か
ら
伜
、
さ
ら
に
従
弟
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
伯
父
上

総
屋
弥
市
後
見
」
と
あ
る
が
本
稿
〔
三
〕
雇
主
中
の
引
用
史
料
に
も
「
南

八
丁
堀
三
丁
目
藤
七
店
丹
波
屋
入
口
夘
兵
衛
後
見
文
蔵
」
と
あ
り
、
こ
れ

ら
は
人
宿
株
を
相
続
し
た
「
兼
右
衛
門
」
「
夘
兵
衛
」
な
る
者
が
幼
少
か
、

病
弱
か
で
あ
っ
た
た
め
に
立
て
ら
れ
た
後
見
役
で
人
宿
は
世
襲
的
な
職
業

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
宝
永
七
年
の
組
合
結
成
令
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

人
宿
家
業
を
止
め
た
者
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
望
む
老
が
あ
っ
た
と
き
に

は
、
寄
子
共
を
渡
し
て
人
宿
株
を
譲
替
え
る
と
い
う
こ
と
も
行
な
わ
れ
て

い
た
。
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人宿組合と武家奉公人

　
ま
た
新
規
加
入
に
つ
い
て
も
、
組
合
創
設
当
時
は
「
増
減
無
レ
之
様
」

と
の
方
針
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
と
、
素
人
が
拾
人
よ
ワ
多
く
請
に

　
　
（
2
）

立
っ
た
り
、
ま
た
は
日
雇
入
口
之
名
目
で
大
勢
の
奉
公
人
を
差
し
出
す
こ

と
が
あ
り
、
奉
公
人
の
不
取
締
り
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
者
達
に
人
宿
株

を
申
付
け
、
人
宿
へ
弐
拾
人
が
加
入
し
た
。
こ
の
よ
う
に
新
規
に
人
宿
株

を
持
つ
者
も
現
わ
れ
た
。

　
人
宿
の
総
取
締
り
は
、
町
奉
行
が
行
な
う
が
、
実
際
に
取
締
り
に
あ
た

っ
た
の
は
、
町
年
寄
樽
与
左
衛
門
で
、
人
宿
組
合
へ
の
新
規
加
入
等
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

樽
役
所
へ
申
し
出
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
幕
府
は
自
分
勝
手
に
人
宿
仲
ケ
間
を
抜
け
た
者
に
対
し
て
は
厳
罰
に
処

し
て
い
る
。
天
保
六
年
二
月
「
北
御
番
所
江
御
呼
出
二
相
成
於
二
御
白
洲
一

御
奉
行
様
」
よ
り
、
入
牢
手
鎖
御
預
け
の
刑
罰
が
い
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

仲
ケ
間
抜
け
を
す
れ
ば
仲
ケ
間
の
者
と
不
和
に
な
る
、
す
る
と
自
然
に
銘

々
の
寄
子
共
も
不
和
と
な
り
、
供
先
に
お
い
て
些
細
な
こ
と
で
も
喧
嘩
口

論
に
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
そ
の
原
因
を
作
る
基
を
作
っ
た
か
ら
と
い
う
の

が
処
罰
の
理
由
で
あ
っ
た
（
肺
騨
撒
嫌
纐
喋
人
）
。

　
ま
た
、
不
堵
な
人
宿
が
あ
れ
ば
「
人
宿
株
取
放
」
「
家
業
取
放
」
が
行
な

わ
れ
た
（
御
触
書
天
保
集
成
六
五
五
三
他
）
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
e
欠
落
者
を
糺
し
も
せ

ず
に
引
受
た
り
、
隠
置
い
た
り
、
寄
子
に
組
み
入
れ
た
り
し
た
場
合
、
ま

た
は
⇔
人
宿
共
が
、
大
勢
の
奉
公
人
を
差
し
出
し
た
場
所
を
競
い
合
う
こ

と
、
そ
れ
は
人
数
を
揃
え
る
の
に
出
所
不
正
の
者
や
不
相
当
の
者
を
寄
子

に
す
る
た
め
、
程
な
く
欠
落
し
、
こ
れ
が
絶
え
な
い
た
め
で
、
幕
府
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

取
締
り
策
と
し
て
寛
政
十
二
年
、
組
合
限
り
に
年
番
月
番
を
定
め
さ
せ
、

仲
ケ
間
内
で
不
正
を
摘
発
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
⇔
寄
子
の
不
堵
、

す
な
わ
ち
江
戸
抱
え
の
陸
尺
共
が
、
国
も
の
や
知
行
抱
陸
尺
に
対
し
て
門

前
が
込
み
合
う
時
に
駕
籠
を
並
べ
置
い
て
入
れ
さ
せ
な
か
っ
た
り
、
供
先

で
鎗
や
長
柄
を
投
上
、
供
立
場
広
に
供
し
往
来
の
差
障
に
な
っ
た
り
、
風

俗
が
悪
く
異
風
に
取
持
た
り
、
博
変
を
し
た
り
す
る
寄
子
共
に
対
し
て
不

取
締
り
で
あ
る
人
宿
は
、
家
業
を
取
放
た
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
よ

う
な
者
を
持
つ
素
人
宿
も
厳
し
く
替
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
〔
二
〕
人
宿
の
変
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
さ
て
天
保
の
組
合
御
停
止
時
の
史
料
に
、
「
元
番
組
人
宿
共
之
内
、
六
尺

受
負
致
し
、
番
組
御
停
止
以
前
は
番
組
宿
屋
之
内
、
手
廻
り
、
六
尺
、
厩
平
人

杯
卜
内
組
相
分
居
候
処
、
番
組
御
停
止
被
二
仰
出
一
候
二
付
、
当
時
者
無
レ
之

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

候
由
、
六
尺
宿
二
而
手
廻
り
は
遣
ひ
兼
、
中
間
宿
二
而
厩
別
当
は
遣
兼
候

間
、
矢
張
是
迄
之
姿
二
有
レ
之
由
（
下
略
）
」
と
あ
る
。
人
宿
組
合
の
内
部
は
い

く
つ
か
の
組
に
分
か
れ
て
い
て
、
六
尺
宿
と
手
廻
り
は
別
の
も
の
、
中
間
宿

と
厩
別
当
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ

う
。　
六
尺
（
1
1
陸
尺
）
人
宿
は
、
三
代
将
軍
家
光
の
晩
年
の
正
保
頃
か
ら
、

「
駕
籠
宿
」
と
称
し
て
、
諸
家
に
日
雇
月
雇
人
の
請
判
を
し
て
き
て
い
た
。

元
禄
期
に
は
六
尺
は
ひ
と
つ
の
風
俗
と
な
り
業
を
営
ん
で
き
た
と
こ
ろ
、
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寛
保
二
年
市
村
羽
左
衛
門
芝
居
で
喧
嘩
を
し
翌
日
仲
ケ
間
を
大
勢
つ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

お
し
か
け
、
芝
居
を
砕
い
て
し
ま
い
こ
の
の
ち
人
宿
拾
壱
組
の
内
へ
割
込

加
入
を
申
し
付
け
ら
れ
、
駕
籠
宿
の
名
目
を
止
め
て
番
組
人
宿
と
な
っ
た
。

正
保
二
年
よ
り
当
天
保
十
三
年
ま
で
、
百
九
拾
八
年
、
お
よ
そ
二
百
年
間
続

い
て
き
て
い
る
と
、
陸
尺
人
宿
の
遠
州
屋
長
左
衛
門
・
武
蔵
屋
重
衛
門
両
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
述
べ
て
い
る
史
料
が
あ
る
。
同
長
左
衛
門
が
、
御
番
書
へ
申
し
上
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

書
付
に
は
、
当
時
人
宿
渡
世
の
者
三
百
四
拾
人
位
の
う
ち
、
陸
尺
人
宿
は

古
来
は
七
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
拾
二
人
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
な
お
陸
尺
は
、
背
丈
に
よ
っ
て
給
金
の
格
差
が
大
き
か
っ
た
。
背
丈
五

尺
八
寸
よ
り
六
尺
ま
で
を
「
上
大
座
配
」
、
五
尺
六
寸
五
分
よ
り
八
寸
ま

で
を
「
中
座
配
」
、
五
尺
五
寸
五
分
よ
り
六
寸
五
分
ま
で
を
「
並
小
座
配
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら
に
ん

五
尺
五
寸
五
分
以
下
を
「
平
人
陸
尺
」
と
し
て
区
別
し
、
そ
れ
が
一
日
の

賃
銀
で
そ
れ
ぞ
れ
銀
拾
匁
位
、
七
匁
五
分
位
以
下
、
五
匁
五
分
位
以
下
、

弐
匁
五
分
位
と
い
う
差
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

　
手
廻
り
人
宿
は
、
天
保
十
三
年
の
書
付
に
よ
る
と
正
徳
以
前
か
ら
「
赤

坂
奴
」
と
称
し
て
、
駕
籠
宿
と
同
様
諸
家
に
請
判
を
し
て
き
て
い
た
と
こ

ろ
、
享
保
十
五
年
に
番
組
人
宿
へ
加
入
さ
せ
ら
れ
た
。
二
十
年
を
経
た
寛

延
二
年
、
奉
公
人
の
請
に
立
っ
て
い
る
老
総
て
が
、
南
御
番
所
の
山
田
伊

畢
の
寄
合
に
召
出
さ
れ
た
と
き
、
中
間
風
で
「
奴
」
と
称
し
、
伊
達
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
さ
つ

え
、
主
人
の
好
み
だ
と
い
っ
て
い
る
者
が
あ
る
が
、
「
我
拶
」
で
あ
る
か
ら

請
人
か
ら
そ
の
よ
う
な
風
俗
を
止
め
さ
せ
る
よ
う
に
と
令
さ
れ
て
以
後
、

’
手
廻
り
人
宿
と
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
手
廻
り
と
は
「
手
廻
り

中
間
L
と
記
載
さ
れ
て
い
る
史
料
も
あ
り
、
中
間
を
指
し
た
の
で
あ
る
。

天
保
六
年
に
は
手
廻
り
内
仲
ケ
間
で
、
御
下
馬
の
混
雑
時
に
、
月
行
事
四

人
を
決
め
、
御
出
役
の
御
指
図
で
取
締
り
を
行
な
い
た
い
と
申
し
出
て
い

る
（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
口
天
保
六
年
七
月
十
五
日
）
。

　
天
保
十
三
年
当
時
人
宿
渡
世
の
者
は
五
百
五
拾
人
、
そ
の
う
ち
、
手
廻

り
雇
入
宿
は
拾
六
人
、
手
廻
り
方
出
方
の
者
お
よ
そ
七
百
五
拾
余
人
、
こ

れ
ら
は
皆
手
廻
り
方
人
宿
拾
六
人
の
寄
子
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
』
一

人
の
手
廻
り
人
宿
に
平
均
四
十
七
・
八
人
の
寄
子
が
い
た
計
算
に
な
る
。

　
さ
て
「
厩
平
人
」
　
「
厩
別
当
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
読
め
ぱ
、
馬

の
世
話
を
す
る
中
間
で
あ
る
が
、
他
に
史
料
が
な
い
上
、
下
々
奉
公
人
一

般
に
つ
い
て
い
え
る
よ
う
に
、
そ
の
奉
公
の
主
内
容
が
日
常
雑
事
で
あ
る

の
で
、
厳
格
に
は
規
定
で
き
な
い
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
徒
士
入
口
宿
・
押
足
軽
入
口
宿
が
、
陸
尺
入
口
宿
・
手

廻
り
入
ロ
宿
と
並
記
さ
れ
て
い
る
史
料
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
徒
士
」
は

主
人
出
行
時
に
徒
歩
で
供
を
し
、
警
衛
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
し

て
い
る
が
、
「
押
足
軽
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
『
押
』

に
は
と
り
し
ま
る
・
た
す
け
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
幕
府
の
職
制
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
老
の
中
に
は
こ
れ
が
み
ら
れ
る
。
松
平
太
郎
氏
は
「
押
は

足
軽
に
て
、
行
列
の
仲
間
小
者
等
の
供
方
を
監
督
す
。
其
一
人
な
る
を
片

押
と
言
ひ
、
二
人
な
る
を
両
押
と
い
ふ
（
中
略
）
幕
府
の
押
は
徒
押
と
称

し
、
徒
士
の
故
参
表
火
番
等
こ
れ
に
補
し
、
其
外
中
間
押
・
小
人
押
等
あ

（
1
0
）

り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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人宿組合と武家奉公人

　
先
に
挙
げ
た
天
保
十
三
年
十
二
月
の
手
廻
り
及
び
陸
尺
人
宿
が
人
数
を

御
番
所
へ
上
申
し
た
史
料
に
つ
い
て
も
う
一
度
こ
こ
で
検
討
し
て
み
た

い
。
そ
れ
は
、

　
　
　
「
手
廻
壱
人
御
給
金
、
壱
ケ
年
金
六
両
壱
分
弐
人
扶
持
♂
拾
弐
両

　
　
三
人
扶
持
迄
有
レ
之
、
尤
賄
金
雑
用
壱
ケ
月
壱
人
二
付
銀
拾
匁
汐
銀
二

　
　
拾
二
匁
五
分
迄
、
月
雇
之
儀
ハ
壱
ヶ
月
壱
人
二
付
　
金
弐
歩
弐
朱
弐

　
　
人
扶
持
♂
金
壱
両
三
人
扶
持
迄
有
レ
之
、
日
雇
之
儀
ハ
壱
人
二
付
　
銭

　
　
三
百
文
♂
七
百
文
迄
、
足
留
之
儀
ハ
壱
ケ
月
壱
人
二
付
　
銀
五
匁
汐

　
　
銀
拾
五
匁
迄
有
レ
之
」

　
　
　
「
（
陸
尺
）
御
給
金
之
儀
ハ
、
壱
ケ
年
壱
人
二
而
金
六
両
弐
分
ず

　
　
拾
四
両
弐
分
迄
、
右
給
金
二
弐
人
扶
持
♂
四
人
半
扶
持
迄
相
添
有
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貫
）

　
　
之
、
外
二
難
用
銭
八
百
文
♂
壱
〆
八
百
文
迄
有
レ
之
候
、
月
雇
之
儀

　
　
ハ
取
分
壱
ケ
年
割
合
二
而
被
二
下
置
一
候
御
方
も
御
座
候
、
日
雇
之
儀

　
　
ハ
四
百
文
汐
壱
貫
文
位
迄
二
有
レ
之
候
」

と
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
人
宿
か
ら
口
入
さ
れ
て
一
ケ
年
単
位
で
給
金

が
支
払
わ
れ
て
い
る
奉
公
人
と
同
様
に
、
一
ケ
月
単
位
一
日
単
位
で
仕
え

る
人
宿
支
配
下
の
老
の
存
在
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
文
政
十
二
年
「
年
行
事
樽
御
役
所
被
二
相
聞
一
日
雇
賃
直
段
其
外
諸

傭
之
贈
々
御
調
二
付
御
答
左
之
通
」
（
飾
騨
撒
齢
噸
縢
人
）
と
い
う
書
付
を
壱

番
組
か
ら
拾
壱
番
組
ま
で
の
人
宿
年
行
事
が
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
日
雇
人
月
雇
人
と
は
延
享
二
年
八
月
の
「
覚
」
中
、
　
「
公
儀
御
普
請
方

井
諸
人
足
請
負
之
者
、
総
而
武
家
方
諸
日
雇
請
負
之
者
、
井
火
消
方
　
鳶

人
足
之
分
、
入
口
請
負
之
者
共
無
二
遅
滞
一
日
雇
座
江
罷
越
　
帳
面
二
相

附
　
自
分
之
札
を
も
請
取
、
勿
論
無
札
之
諸
日
雇
相
雇
申
間
敷
候
　
尤
日

雇
廿
日
雇
月
雇
　
武
家
方
町
方
江
罷
出
候
者
共
　
札
請
取
候
儀
及
二
遅
滞
一

候
由
　
不
届
二
候
L
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
日
傭
座
」
の
支
配
下

に
あ
る
者
、
す
な
わ
ち
日
用
札
を
交
付
し
て
も
ら
う
た
め
に
札
銭
（
月
二
十

匙
）
を
収
め
て
い
る
者
達
で
あ
・
た
・
・
の
日
傭
座
は
町
年
寄
奈
良
屋

の
管
轄
下
に
あ
る
。
そ
れ
が
何
故
先
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
樽
屋

を
通
じ
て
人
宿
年
行
事
共
へ
日
雇
直
段
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
日
傭
人
の
札
銭
未
払
い
等
の
理
由
か
ら
、
日
傭
座
が
寛
政
九
年

に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
日
傭
人
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
（
む

し
ろ
増
加
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
）
、
　
ま
た
、
も
と
も
と
日
傭
人
が
、

武
家
方
に
雇
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
日
傭
座
支
配
を
離

れ
た
日
傭
人
が
、
武
家
方
奉
公
の
周
旋
を
主
と
す
る
人
宿
の
中
に
吸
収
さ

れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
傭
座
閉
鎖
か
ら
四
十
五
年
を
経
た
天
保
十
三
年
に
は
「
番
組
人
宿
之

儀
ハ
、
是
迄
壱
番
組
汐
拾
壱
番
組
迄
組
合
相
立
、
壱
ト
組
毎
二
仲
ケ
間
人

数
不
同
二
候
得
共
、
惣
人
数
凡
三
百
四
拾
人
程
有
レ
之
　
右
寄
子
共
之
内
、

陸
尺
手
廻
中
間
雇
徒
士
押
等
差
出
、
其
外
日
雇
月
雇
道
中
通
日
雇
等
之
渡

世
致
し
候
も
の
有
レ
之
」
（
肺
馳
鯨
漁
繍
牒
人
）
と
、
日
雇
月
雇
等
は
完
全
に
人

宿
内
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
更
に
一
般
に
は

「
人
宿
は
旦
雇
人
足
の
口
入
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
（
下
略
）
」
と

　
　
　
　
　
（
1
3
）

解
釈
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
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人
宿
が
法
令
用
語
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
の
人
宿

は
、
専
ら
一
季
、
短
く
て
も
半
季
の
奉
公
人
を
周
旋
し
て
い
た
。
そ
れ
が
日

傭
人
の
増
加
が
み
ら
れ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
傭
座
が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら

の
人
宿
は
、
日
雇
月
雇
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

こ
に
前
期
人
宿
と
後
期
人
宿
と
の
間
に
質
の
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。　
そ
れ
は
決
し
て
急
激
な
も
の
で
は
な
く
、
武
家
奉
公
人
の
雇
主
で
あ
る

武
士
の
性
格
変
化
、
経
済
状
態
の
変
化
、
武
家
奉
公
人
払
底
状
態
等
に
と

も
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
封
建
武
装
社
会
の
後
退
に
従

っ
て
譜
代
奉
公
人
か
ら
人
宿
を
介
し
て
奉
公
す
る
一
年
季
の
出
替
り
奉
公

人
へ
、
さ
ら
に
は
そ
の
人
宿
が
よ
り
短
期
の
日
雇
老
を
扱
う
に
至
る
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
〔
三
〕
雇
主

　
武
家
奉
公
人
の
雇
主
は
、
旗
本
・
御
家
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
こ

こ
に
そ
の
一
例
を
挙
げ
よ
う
（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
日
）
。

　
　
一
　
稲
葉
丹
後
守
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
拾
間
堀
七
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
兵
衛
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
屋

　
　
　
　
　
御
陸
尺
拾
弐
人
通
シ
御
抱
　
　
入
口
　
　
次
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
久
右
衛
門
町
壱
丁
目
代
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
四
郎
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
屋

　
・
御
手
廻
拾
三
人
通
シ
御
抱

林
播
磨
守
様

御
陸
尺
八
人
月
御
抱

禦
薮
人
月
御
抱

一　

ｼ
平
玄
蕃
頭
様
御
護

御
陸
尺
拾
六
人
月
御
抱

御
手
廻
拾
八
人
月
御
抱

入
口
　
　
戸
右
衛
門

南
佐
柄
木
町

　
喜
兵
衛
店

　
三
河
屋

入
口
　
　
吉
六

南
八
丁
堀
三
丁
目

　
藤
七
店

　
　
丹
波
屋

査
　
禦
衛
姦

京
橋
重
六
町

　
佐
七
店

　
　
武
蔵
屋

　
入
口
　
　
重
右
衛
門

新
肴
町

　
次
郎
兵
衛
店

　
　
遠
州
屋

入
・
叢
郎
富
蔵

　
こ
れ
は
天
保
十
四
年
の
史
料
で
、
当
時
の
「
稲
葉
丹
後
守
」
の
舞
は
正

誼
、
山
城
淀
十
万
二
千
石
の
譜
代
大
名
で
あ
り
、
　
「
林
播
磨
守
」
は
上
総

貝
淵
一
万
石
の
領
主
林
忠
旭
、
　
「
松
平
玄
蕃
頭
」
は
上
州
小
幡
二
万
石
の

　
　
　
　
　
　
た
た
し
げ

譜
代
大
名
松
平
忠
恵
で
あ
る
。
大
名
も
一
年
の
通
し
や
月
抱
え
で
、
陸
尺

手
廻
押
等
を
人
宿
か
ら
雇
い
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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更
に
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
（
騨
黎
鑛
人
）
。

御
大
名
様
御
旗
本
様
方
御
番
所
御
形

　
　
大
手
御
番
所

一一

大
手
御
番
所
ば
か
り
で
な
く
、

日
比
谷
・
馬
場
先
・
和
田
・
竹
橋
・
西
・
半
蔵
・
田
安
・
清
水
・
維
子
橋

ニ
ツ
橋
・
常
盤
橋
・
呉
服
橋
・
鍛
冶
橋
・
数
寄
屋
橋
・
山
下
．
幸
橋
．

虎
門
・
赤
坂
・
四
ツ
谷
・
市
ケ
谷
・
牛
込
・
小
石
川
・
筋
遣
・
浅
草
御
番

所
等
々
の
同
様
の
史
料
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
『
世
事
見
聞
録
』
に
、
「
さ
て
諸
手
の
御
門
番
、
又
は
両
山
始

　
　
　
　
あ
せ
ぎ
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

め
所
々
の
防
役
を
勤
む
る
と
て
も
、
羅
紗
、
狸
々
緋
の
頭
布
、
羽
織
を

著
・
看
板
灘
御
等
の
践
鷲
は
見
事
な
れ
ど
も
、
徒
士
足
軽
小
人
等
多
く
雇

人
に
て
町
人
等
の
請
負
ひ
を
以
て
、
或
は
駆
付
け
何
程
、
役
場
ま
で
至
り

て
何
程
、
手
合
何
程
、
夜
道
何
程
な
ど
と
賃
銭
の
次
第
あ
り
て
、
み
な
賃

銭
と
弁
当
等
の
み
心
を
入
れ
た
る
も
の
ど
も
に
て
、
身
を
入
れ
て
役
を
勤

む
る
も
の
は
な
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
諸
手
の
御
門
番
で
あ
っ
て
、
『
野

受
独
語
』
に
も
「
大
名
連
モ
（
中
略
）
ワ
ヅ
カ
ノ
御
番
所
勤
ニ
モ
、
一
ト

番
切
二
日
雇
ヲ
買
、
人
足
ヲ
雇
ヒ
、
人
数
ノ
頭
数
ヲ
合
セ
、
漸
ク
勤
ノ
間

請
負
人
方
♂
御
抱
小
頭
下
座
見
給
金
　
諸
家
様
二
而
御
定
高
下

御
座
候
間
　
此
分
相
除

御
雇
足
軽
小
人
中
間
丼
上
下
弐
三
度
賄
御
勝
手
御
入
用

賄
一
式
a
数
十
日
分

　
　
〆
代
金
　
四
拾
六
両

　
　
　
　
　
　
　
西
大
手
・
内
桜
田
・
神
田
橋
・
外
桜
田
．

ヲ
欠
ヌ
斗
リ
也
、
　
（
其
甚
シ
キ
ハ
江
戸
内
ノ
勤
登
城
等
モ
、
徒
士
鑓
持
迄

一
日
雇
ニ
シ
テ
、
間
ヲ
合
ス
ル
方
々
モ
有
ト
也
）
」
と
あ
る
。

　
江
戸
城
に
は
城
内
諸
門
を
除
く
外
、
内
外
各
々
十
八
門
、
計
三
十
六
の

か
く郭
門
が
あ
っ
た
。
外
郭
の
各
城
門
に
は
番
所
が
置
か
れ
、
こ
こ
に
詰
め
て

守
備
を
す
る
。
其
勤
番
は
十
日
交
代
で
、
定
府
の
大
名
は
三
ケ
年
宛
此
任

に
服
し
、
参
勤
交
代
の
者
に
限
り
一
ケ
年
宛
と
さ
れ
、
病
気
に
よ
り
在
府

す
る
時
は
、
普
通
の
三
年
を
期
限
と
し
た
。
其
職
掌
は
城
門
の
出
入
を
監

禁
し
、
異
変
に
備
え
る
（
異
変
に
当
っ
て
は
、
担
当
の
城
門
を
守
っ
て
事

に
当
る
）
こ
と
を
本
務
と
し
、
門
扉
開
閉
、
門
内
の
清
掃
、
打
水
、
破
損

修
理
の
届
出
等
、
す
べ
て
一
門
の
用
務
を
取
扱
っ
た
。
こ
こ
で
呉
服
橋

（
二
万
石
限
り
の
外
様
大
名
の
担
任
と
さ
れ
て
い
た
）
を
例
に
と
り
、
そ
の
仕

事
内
容
を
見
て
み
よ
う
（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
日
）
。

　
　
呉
服
橋
御
門
御
番
所
御
振
合

　
　
　
一
　
小
頭
　
弐
人
　
　
　
日
数
十
日
分
御
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
人
二
付
賃
銀
拾
五
匁
之
宛

　
　
　
一
　
下
座
見
　
六
人
　
　
日
数
十
日
分
御
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
人
二
付
賃
銀
九
匁
三
ト
宛

　
　
　
一
　
足
軽
　
三
拾
壱
人
　
日
数
十
日
分
御
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
人
二
付
賃
銀
七
匁
三
ト
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
此
訳

　
　
　
　
　
　
御
幕
下
　
　
　
六
人
内
弐
人
御
手
人
二
而
相
勤

　
　
　
　
　
　
袖
下
番
　
　
　
弐
人
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一

　
　
　
御
門
下

　
　
　
桝
　
形

　
　
゜
外
　
張

　
　
　
御
使
番

　
　
・
御
橋
金
物
敷

　
　
　
銭
瓶
橋
同
断

　
　
　
世
話
役

　
　
　
〆

小
人
中
間

此
訳

六
人
四
人
五
人
四
人
弐
人
弐
人
弐
人
三
拾
三
人

内
弐
人
御
手
人

日
数
十
日
分
御
雇

壱
人
二
付
賃
金
六
匁
三
ト
宛
．

御
幕
下

袖
下
番

御
門
下

桝
　
形
・

外
　
張

水
打
番

掃
除
番

御
勝
手
人

上
茶
番

下
茶
番

役
　
割

世
話
役

〆

弐
人
弐
人
弐
人
弐
人
四
人
四
人
六
人
四
人
弐
人
　
此
分
御
手
人
二
而
相
勤

壱
人
壱
人
弐
人
三
拾
弐
人
内
弐
人
御
手
人

　
　
　
〆
賃
金
五
百
壱
匁
壱
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
此
訳

　
　
　
　
　
　
銀
三
拾
匁
　
　
　
　
　
　
小
頭
弐
人
御
雇
日
数
十
日
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
一
日
壱
人
二
付
銀
壱
匁
五
ト
宛

　
　
　
　
　
　
同
五
拾
五
匁
八
ト
　
　
　
下
座
見
六
人
御
雇
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
一
日
壱
人
二
付
銀
九
ト
三
厘
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
壱
」
の
誤
り
）

　
　
　
　
　
　
同
弐
百
廿
六
匁
三
ト
　
　
足
軽
三
拾
九
人
御
雇
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
一
日
壱
人
二
付
銀
七
卜
三
厘
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
人
」
が
正
）

　
　
　
　
　
　
同
百
八
拾
九
匁
　
　
　
　
小
者
中
間
三
拾
人
御
雇
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
一
日
壱
人
己
付
銀
六
ト
三
厘
宛

　
こ
こ
で
い
う
十
日
雇
は
勤
番
が
十
日
交
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
御
手
人
」
は
御
手
の
内
の
人
数
、
す
な
わ
ち
譜

代
の
奉
公
人
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
小
頭
・
下
座
見
・
足
軽
・
人

小
・
中
間
等
が
そ
の
主
た
る
働
き
手
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
大

名
旗
本
が
、
城
門
守
衛
の
番
に
当
る
際
に
は
、
人
宿
か
ら
多
数
の
武
家
奉

公
人
を
雇
い
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
松
平
定
信
が
『
諌
鼓
鳥
』
の
中
で
、
「
一
、
諸
大
名
参
勤
の
次
第
、
在

府
三
ケ
年
在
国
三
ケ
年
凡
そ
三
十
年
程
の
見
渡
し
に
て
先
づ
行
ひ
見
度
も

の
也
、
其
上
寄
々
計
策
も
あ
る
べ
し
、
右
三
ケ
年
の
内
格
別
の
倹
約
被
二
仰

出
↓
諸
家
よ
り
時
服
等
の
献
上
物
其
外
時
々
献
上
も
、
右
年
限
中
は
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ら
る
ぺ
し
、
一
、
大
名
へ
御
門
番
被
二
仰
付
一
候
事
、
尤
も
不
得
己
事
也
、

さ
り
な
が
ら
右
入
用
程
は
上
よ
り
之
を
可
レ
被
レ
下
、
夫
も
御
振
合
に
て
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難
レ
成
候
は
ゴ
、
右
年
限
中
は
是
を
下
さ
る
べ
し
、
其
外
御
普
請
御
手
伝

等
の
儀
も
、
暫
ら
く
御
用
捨
あ
る
べ
し
L
と
述
べ
て
い
る
程
、
門
衛
は
参

勤
交
代
と
並
ん
で
、
大
名
に
と
っ
て
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
い
わ
ば
封
建
武
装
制
度
の
特
色
で
あ
り
、
平
時
に
お
け
る
軍
役

の
一
種
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
人
宿
か
ら
の
奉
公
人
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
る
有
様
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
こ
の
雇
主
の
項
に
付
し
て
良
い
も
の
に
、
妾
奉
公
を
あ
っ

せ
ん
し
た
「
女
宿
」
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
削
除
し
た
。

〔
四
〕
中
間
搾
取
の
出
現

　
従
来
人
宿
は
御
屋
敷
と
奉
公
人
の
間
に
あ
っ
て
、
奉
公
口
の
周
旋
や
請

に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
、
が
人
宿
の
中
か
ら
さ
ら
に
、
人
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
奉
公
人
の
間
に
立
ち
多
大
の
中
間
搾
取
を
す
る
者
が
出
現
し
た
。

　
そ
の
発
生
過
程
は
、
人
宿
共
が
寄
子
と
し
て
御
屋
敷
へ
遣
わ
し
て
い
た

者
が
、
そ
の
者
の
働
き
に
よ
っ
て
屋
敷
懸
り
役
人
に
取
入
り
、
部
屋
頭
・

棒
頭
・
小
杖
・
町
頭
・
役
割
・
大
若
イ
者
・
小
若
イ
者
・
部
屋
子
等
と
い

う
名
目
の
者
と
な
っ
て
、
人
宿
の
手
を
離
れ
、
御
屋
敷
方
抱
え
に
な
る
。

部
屋
頭
共
は
多
く
町
方
住
居
を
し
、
妻
子
を
持
ち
、
御
屋
敷
に
よ
っ
て
は

な
が
ぐ

長
屋
を
下
さ
る
向
も
あ
り
、
平
日
奢
に
長
じ
て
い
る
。
人
宿
か
ら
奉
公
人

の
取
締
り
を
申
し
付
け
て
も
受
け
つ
け
ず
、
そ
れ
を
、
御
屋
敷
に
告
げ
る

の
で
、
他
の
人
宿
に
替
え
て
し
ま
う
御
屋
敷
も
あ
る
（
肺
騨
緻
燦
纈
瞭
人
）
。
そ

こ
で
よ
る
べ
な
き
奉
公
人
は
部
屋
頭
に
頼
む
こ
と
に
な
る
。
陸
尺
・
足
軽
・

手
廻
り
中
間
の
内
で
、
奉
公
人
を
拾
人
あ
る
い
は
弐
拾
人
と
入
れ
込
む
と

き
に
は
、
人
口
人
宿
か
ら
部
屋
頭
町
頭
が
一
手
に
引
き
受
け
る
。
そ
の
た

め
手
当
（
1
1
給
金
）
が
、
こ
れ
ら
の
者
達
の
思
い
通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
入
口
人
宿
が
部
屋
頭
へ
中
間
奉
公
人
を
頼
む
時
は
「
奉
公
人
壱

人
二
付
、
壱
貫
文
宛
相
渡
、
右
之
内
、
八
百
文
、
奉
公
人
江
給
金
二
月
々

相
渡
、
弐
百
文
、
部
屋
頭
世
話
料
二
受
取
候
年
来
之
仕
癖
」
と
、
実
に
二

割
の
中
間
搾
取
を
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
扶
持
に
つ
い
て
も
「
弐
人
扶
持
取

候
者
江
ハ
、
壱
人
扶
持
或
ハ
半
人
扶
持
位
当
人
江
相
渡
、
其
余
ハ
入
口
之

者
井
部
屋
頭
棒
頭
共
之
内
江
受
取
候
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
人
宿
が
奉
公
人
を
部
屋
頭
共
へ
任
せ
置
い
て
し
ま
う
の

で
、
給
金
が
少
な
く
な
り
、
取
逃
欠
落
を
す
る
奉
公
人
が
絶
え
な
い
（
尤

も
欠
落
取
逃
等
の
弁
償
は
部
屋
頭
が
行
な
う
の
で
、
余
分
の
給
金
は
渡
さ
な
い
と

弁
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
）
し
、
奉
公
人
の
取
締
り
は
部
屋
頭
共
が
行

な
っ
て
い
る
と
い
う
実
情
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
点
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
人
宿
方
は
屋
敷
方
抱
え
で
あ
ろ
う
と

も
、
家
業
筋
の
こ
と
だ
か
ら
、
人
宿
自
身
が
直
接
部
屋
内
を
取
締
り
た
い
、

こ
れ
を
聞
か
な
い
者
が
で
た
ら
名
前
を
上
申
す
る
か
ら
厳
重
な
沙
汰
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
者
達
は
止
む
で
あ
ろ
う
と

幕
府
に
上
申
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
中
間
搾
取
に
対
て
、
陸
尺
共
は
壱
人
下
屋
敷
抱
切
と
い
う

者
は
な
く
、
一
人
で
五
・
六
軒
も
出
入
り
を
し
て
い
る
の
で
給
金
は
一
ケ
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年
で
余
程
に
な
る
。
特
に
高
給
取
り
の
大
座
配
・
中
座
況
等
は
、
年
弐
，
三

百
両
に
も
な
る
。
こ
れ
は
多
分
御
大
名
方
で
、
一
日
五
・
六
両
に
も
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
工
）

日
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
奉
公
人
の
方

で
も
そ
れ
相
応
の
抜
け
道
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
諸
家
掛
ケ

持
は
御
触
に
背
く
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

人
宿
株
（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
e
・
⇔
寛
政
十
二
年
七
月
。

御
触
書
天
保
集
成
六
五
六
三
）
。
株
式
（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部

e
・
⇔
寛
政
十
二
年
四
月
十
日
）
。

市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
e
寛
政
七
年
十
月
に
、
素
人
宿
の
増
長

に
よ
り
奉
公
人
不
取
締
り
と
な
っ
た
の
で
、
人
宿
自
身
が
武
家
奉
公
人

の
取
締
り
を
願
い
出
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
奉
公
人
一
人
に
つ
い
て
判

賃
九
分
を
取
り
た
て
た
い
と
申
し
立
て
、
差
し
返
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

町
年
寄
の
職
務
の
一
つ
に
株
仲
間
の
統
制
が
あ
げ
ら
れ
る
。
人
宿
組
合

は
樽
屋
の
統
制
下
で
あ
っ
た
。

市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
e
・
⇔
寛
政
二
年
八
月
十
二
B
に
次
の

よ
う
に
み
ら
れ
る
。

〔（

O
文
1
1
御
触
書
天
保
集
成
六
五
五
七
）
略
ス
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
番
組
人
宿
年
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
神
田
新
銀
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
左
衛
門
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
月
行
事

　
根
津
門
前
町

　
　
兵
助
店

　
　
　
武
兵
街

弐
番
組
迄

十
一
番
組
ず

　　

@脾

印連
印

　
　
年
番
月
番
の
名
称
よ
り
も
月
行
事
年
行
事
の
方
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
「
番
組
人
宿
」
と
あ
る
の
は
、
人
宿
に
組
を
作
ら
せ
、
そ
れ
に
一
番
か

　
　
　
ら
の
番
号
を
付
け
て
呼
ん
だ
の
で
こ
の
よ
う
に
称
せ
ら
れ
た
。

（
6
）
　
享
保
撰
要
類
集
⇔
上
廿
二
「
武
土
方
陸
尺
共
致
＝
徒
党
一
あ
ば
れ
候
二
付
、

　
　
　
陸
尺
之
入
ロ
相
止
、
人
宿
組
合
江
割
引
二
申
付
候
儀
御
触
之
事
」
に
、

　
　
　
そ
の
間
の
事
情
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
⇔
天
保
十
三
年
十
二
月
。

（
8
）
　
同
年
同
月
の
手
廻
り
渡
世
の
勘
五
郎
の
書
付
に
は
、
人
宿
渡
世
の
者
五

　
　
　
百
五
拾
人
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
天
保
撰
要
類
集
十
五
畢
公
人
人
宿

　
　
　
之
部
に
も
「
惣
人
数
、
風
三
百
四
拾
人
程
有
レ
之
」
と
み
ら
れ
る
の
で
、

　
　
　
手
廻
の
報
告
は
誤
り
で
陸
尺
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）
南
御
番
所
の
「
山
田
」
な
ら
、
肥
後
守
利
延
で
あ
る
が
、
彼
は
翌
寛
延

　
　
　
三
年
か
ら
町
奉
行
に
就
任
す
る
。

（
1
0
）
　
『
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』
上
、
三
〇
七
頁

（
1
1
）
　
『
宝
暦
集
成
練
論
録
二
十
九
』
（
古
事
類
苑
政
治
部
⇔
、
六
三
二
頁
所

　
　
　
収
）

（
1
2
）
　
「
二
十
四
文
」
は
日
傭
座
設
立
時
の
寛
文
五
年
三
月
、
元
禄
八
年
十
一
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人宿組合と武家奉公人

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

月
「
二
十
二
文
」
、
宝
永
二
年
三
月
「
二
十
文
」
、
亨
保
三
年
二
月
コ
ニ

十
文
」
、
延
享
四
年
八
月
一
部
で
は
「
四
十
六
文
」
と
変
化
し
て
い
る
。

「
学
習
院
史
学
」
第
四
号
四
九
頁
参
照
。

『
元
禄
時
代
』
（
「
日
本
の
歴
史
」
十
六
所
収
）
二
九
二
頁

『
世
事
見
聞
録
』
八
六
頁
に
「
当
時
武
家
に
出
入
す
る
諸
町
人
諸
職
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ん

等
、
先
づ
番
人
を
始
め
、
部
屋
足
軽
、
中
間
小
者
等
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
音

も
つ物
を
送
り
、
又
は
棒
先
な
ど
と
号
し
て
利
分
割
を
遣
は
し
、
別
け
て
懸

り
の
役
人
に
は
格
別
の
賄
路
を
入
れ
」
と
み
ら
れ
る
。

市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
e
（
天
保
十
三
年
）
十
二
月
廿
三
日
・

天
保
撰
要
類
集
十
五
天
保
十
三
年
十
二
月
五
日
。

五
　
請
人
制
の
矛
盾

　
前
章
第
四
節
に
付
加
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
奉
公
人
の
給
金
を
は
じ

め
と
す
る
諸
収
入
の
渡
さ
れ
か
た
で
あ
る
。
　
「
入
口
之
者
、
御
屋
敷
汐
給

金
拾
両
受
取
、
右
ヲ
部
屋
頭
棒
頭
ト
唱
候
者
共
江
六
両
又
ハ
七
八
両
位
相

渡
、
右
之
内
ヲ
部
屋
頭
棒
頭
共
何
程
取
候
哉
、
取
候
而
其
残
金
ヲ
当
人
江

相
渡
候
」
ま
た
、
「
毎
月
塩
噌
代
銀
拾
匁
位
、
屋
敷
二
寄
相
渡
候
二
付
、
右

ヲ
部
屋
頭
棒
頭
共
預
り
置
、
部
屋
入
用
二
致
候
趣
二
而
、
残
リ
有
レ
之
候
而

　
　
し

も
、
下
タ
方
之
者
共
江
ハ
一
向
相
渡
不
レ
申
」
ま
た
、
「
陸
尺
共
之
内
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

屋
頭
棒
頭
ト
唱
候
も
の
ハ
、
給
金
井
扶
持
方
共
、
下
タ
方
之
者
江
品
々
割

合
相
附
、
不
足
二
相
渡
候
」
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
天
保
十
三
年
の
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
か

で
あ
る
が
、
御
屋
敷
か
ら
奉
公
人
へ
は
直
渡
し
さ
れ
ず
、
人
宿
か
ら
、
場

合
に
よ
っ
て
は
部
屋
頭
・
棒
頭
等
の
中
間
搾
取
を
経
て
か
ら
、
奉
公
人
へ

渡
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
寛
政
九
年
に
も
「
召
仕
候
者
給
金
取
立
集
、
其

外
訳
立
候
硬
に
而
右
請
人
箋
外
、
家
中
。
罷
越
、
格
外
成
理
不
尽
法

外
成
儀
申
」
と
、
給
金
は
請
人
が
取
立
集
め
に
家
中
へ
出
向
い
て
い
る
の

で
あ
り
、
寛
保
元
年
に
も
「
奉
公
人
請
二
立
候
得
パ
、
為
二
判
賃
一
と
、
給

金
之
内
何
も
請
人
配
分
仕
候
事
痴
座
候
得
ハ
・
巧
候
仕
形
と
申
儀
」
総

奉
公
人
の
給
金
の
配
分
は
請
人
が
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

宝
永
八
年
の
触
中
「
奉
公
人
共
も
有
来
候
通
判
賃
又
ハ
飯
米
料
出
レ
之
、
外

之
儀
一
切
請
人
よ
り
不
二
申
懸
一
候
上
ハ
、
給
金
も
高
望
為
レ
仕
間
敷
事
」

と
、
奉
公
人
が
給
金
を
高
望
み
し
た
の
も
、
右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
人

宿
の
仕
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
素
人
宿
で
も
「
素
人
二
而
数
拾
人
受

状
仕
、
主
人
方
給
金
為
二
借
受
哨
不
レ
為
二
引
越
一
又
ハ
欠
落
為
レ
致
、
壱
人
を

所
・
墓
公
薫
レ
致
、
給
金
当
人
・
不
二
相
渡
蕪
銭
二
而
（
下
甑
と

給
金
を
奉
公
人
に
渡
さ
な
い
状
態
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
奉
公
人
の
給
金
が
、
奉
公
人
へ
直
渡
し
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
人
宿
に
経
済
的
裏
づ
け
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
、
人
宿
が
明
治
維
新
ま
で
存
続
し
え
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
日
傭
座
が
そ
の
札
役
銭
を
徴
収
で
き
ず
、
運
営
困
難
に
陥
っ

て
廃
止
さ
れ
た
事
情
と
比
較
す
る
と
き
、
一
層
明
確
に
認
識
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
人
宿
の
奉
公
人
に
対
す
る
優
位
性
が
嵩
じ
て
、
果
は
奉
公
入
を
欠

落
さ
せ
、
そ
の
上
別
の
御
屋
敷
へ
奉
公
に
出
す
と
い
う
事
態
を
引
き
越
こ

し
た
の
で
あ
る
。
「
欠
落
逐
電
ノ
類
近
年
ハ
不
二
相
知
一
事
二
成
リ
行
、
大
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形
ハ
永
尋
二
成
、
奉
公
替
レ
パ
果
ハ
沙
汰
ナ
シ
ニ
成
（
中
略
）
、
公
儀
ノ

御
尋
者
サ
へ
如
レ
此
、
増
テ
其
外
ノ
欠
落
逐
電
ハ
、
ヤ
ハ
リ
其
瑚
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

御
当
地
ノ
内
二
罷
在
、
只
其
町
其
屋
敷
ニ
テ
、
欠
落
逐
電
ト
言
計
リ
也
」

と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
奉
公
人
の
引
負
欠
落
及
び
請
人
の

悪
業
に
対
し
幕
府
は
取
締
り
令
を
し
ば
し
ば
発
令
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
よ
り
具
体
的
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
刑
罰
を
見
て
み
よ
う
。
ま
た

幕
府
の
規
定
と
同
じ
寛
政
元
年
の
『
丹
波
国
亀
山
藩
議
定
書
』
と
を
比
較

し
て
、
都
市
と
地
方
の
異
同
も
明
ら
か
に
し
よ
う
。
（
括
弧
内
が
議
定
書
）

　
・
欠
落
奉
公
人
の
刑
罰
、
基
本
的
に
は
金
拾
両
よ
り
以
上
、
品
物
で
も

　
代
金
に
見
積
っ
て
拾
両
以
上
「
死
罪
」
、
（
「
引
廻
之
上
死
罪
」
）

　
・
出
来
心
で
ふ
と
手
許
に
あ
っ
た
も
の
を
取
逃
し
た
場
合
「
入
墨
敲
」
、

（
「
百
敲
之
上
領
中
払
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）

　
・
使
い
と
し
て
届
け
る
品
を
取
逃
し
た
場
合
「
入
墨
敲
）
」
、
（
例
え
ば
「
寛

　
政
十
午
年
伺
之
上
入
墨
」
の
焼
印
を
当
て
、
領
中
払
」
）

　
・
軽
い
気
持
で
取
逃
し
た
時
、
ま
た
は
給
金
を
請
取
り
な
が
ら
主
人
方

　
へ
引
越
さ
な
い
場
合
「
敲
」
、
（
同
じ
）

　
・
一
度
の
欠
落
及
び
主
人
の
金
子
を
博
突
に
使
っ
た
者
、
　
「
重
敲
」

（
「
片
髪
片
眉
毛
剃
り
引
廻
之
上
五
十
敲
」
）

　
亀
山
藩
の
方
が
幕
府
よ
り
も
幾
分
重
い
刑
で
あ
る
が
最
大
の
都
市
で
あ

っ
た
江
戸
の
人
口
管
理
と
、
五
万
石
程
の
藩
の
そ
れ
と
の
当
然
の
差
で
あ

ろ
う
か
。

　
次
い
で
幕
府
の
請
人
に
対
す
る
刑
罰
を
み
て
み
る
と
、

　
　
取
逃
引
負
を
し
た
奉
公
人
を
引
渡
し
、
請
人
の
証
文
が
あ
る
上
で
、

奉
公
人
が
さ
ら
に
欠
落
し
た
と
き
に
取
逃
引
負
金
を
請
人
が
弁
済
す
る
こ

と
が
基
本
で
、

　
・
寄
子
が
欠
落
し
て
き
た
と
は
知
り
な
が
ら
、
そ
の
者
の
宿
を
し
、
取

　
逃
品
を
質
に
置
く
世
話
は
し
た
が
配
分
は
取
ら
な
か
っ
た
場
合
、
江
戸

　
拾
里
四
方
追
放

　
・
取
逃
品
を
預
り
配
分
し
礼
金
を
受
け
取
り
当
人
を
隠
置
い
た
請
人
人

　
主
、
死
罪

　
・
奉
公
人
と
馴
合
で
欠
落
さ
せ
た
請
人
、
重
敲
、
二
度
以
上
死
罪

　
・
数
度
欠
落
し
た
寄
子
を
尋
ね
出
さ
な
い
時
、
請
人
江
戸
払

奉
公
人
よ
り
も
請
人
の
ほ
う
が
重
刑
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
奉
公
契
約
が
請

人
制
を
重
視
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
幕
令
に
、
人
の
仕
業
と
見
え
る
寄
子
の
変
死
を
不
レ
存
分
に
し

て
い
た
者
、
所
払
。
た
だ
し
人
の
仕
業
と
見
え
な
い
が
変
死
を
訴
え
で
な

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
と
き
、
叱
り
と
あ
る
。
ま
た
奉
公
人
の
病
気
に
際
し
て
の
、
請
人
の
非

道
悪
業
に
対
し
て
、
幕
府
は
厳
し
く
申
し
渡
し
て
い
る
（
安
永
撰
要
類
集
六
ノ
下
天
明
八
年
）

　
し
か
し
こ
れ
等
、
請
人
・
奉
公
人
の
不
正
行
為
と
見
ら
れ
る
こ
と
に

も
、
実
際
に
は
い
ろ
い
ろ
の
理
由
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一

季
奉
公
人
が
よ
く
働
か
な
い
の
で
主
人
が
叱
っ
た
と
こ
ろ
、
雑
言
を
申
し

立
て
た
の
で
、
奉
公
構
が
出
さ
れ
た
。
が
そ
の
主
人
に
対
す
る
契
約
が
ま

だ
済
ん
で
い
な
い
う
ち
に
他
へ
奉
公
に
出
た
こ
と
を
知
っ
た
元
主
人
は
、

新
主
人
に
奉
公
構
を
告
げ
た
。
こ
の
時
奉
公
人
に
は
請
人
が
あ
っ
た
の
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人宿組合と武家奉公人

で
、
給
金
を
新
主
人
に
払
い
戻
し
た
上
で
、
暇
を
出
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
請

人
・
奉
公
人
両
人
は
奉
行
所
へ
、
少
々
の
過
失
で
こ
の
先
々
ま
で
奉
公
構

に
な
る
の
で
は
、
露
命
を
つ
な
ぐ
方
法
が
な
い
と
願
い
出
た
が
、
元
主
人

に
対
す
る
弁
済
を
す
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申
し
渡
さ
れ
、
取
り
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
例
が
麓
・
不
正
行
為
と
は
知
り
な
が
ら
も
、
実
際
問

題
と
し
て
は
、
奉
公
に
出
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

　
事
実
、
社
会
の
風
潮
は
「
稀
れ
に
武
家
奉
公
を
構
ひ
た
る
と
も
そ
の
者

を
用
ひ
ず
、
他
家
に
て
こ
れ
を
糺
す
べ
く
も
穏
か
な
ら
ざ
る
事
に
て
、
見

逃
し
聞
き
這
し
に
致
し
置
き
、
ま
た
詫
び
来
た
れ
ば
手
軽
に
赦
し
遣
は

し
、
ま
た
先
主
へ
の
問
ひ
倉
な
ど
来
た
る
と
て
（
蟻
事
は
遣
は
さ
ず
、

子
細
あ
る
も
の
を
故
障
な
き
体
に
申
し
遣
は
す
な
り
」
と
、
武
断
的
戦
国

的
な
考
え
方
で
は
通
用
し
な
く
な
る
と
い
う
社
会
的
風
潮
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
荻
生
狙
採
は
、
請
人
制
そ
の
も
の
が
江
戸
の
よ
う
な
大
都
市
で
は

無
理
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
此
段
元
来
ノ
制
度
ノ
不
レ
宜
故
也
、
元
来
請
人
ト
言
コ
ト
ハ
、
其
初
田

舎
ヨ
リ
起
リ
タ
ル
コ
ト
也
、
田
舎
ニ
テ
請
二
立
人
ハ
百
姓
ニ
テ
何
村
誰
支

配
ノ
者
ト
言
コ
ト
タ
シ
カ
成
コ
ト
也
（
中
略
）
、
其
法
を
持
来
り
御
城
下

ニ
テ
執
行
フ
ユ
へ
、
行
届
ク
ベ
キ
様
ハ
無
也
、
御
城
下
ノ
町
人
ハ
町
々
二

人
別
帳
ア
レ
ド
モ
店
ヲ
逐
立
、
又
自
分
ヨ
リ
店
替
ス
ル
コ
ト
自
由
也
（
中

略
）
、
請
人
ト
ハ
元
来
ノ
知
人
ニ
テ
モ
ナ
キ
ニ
、
僅
ノ
判
銭
ノ
遣
取
一
ニ
テ

請
・
立
．
ト
也
、
簸
人
ヲ
立
レ
，
モ
人
主
モ
亦
住
所
ヲ
不
・
牢
或
ハ
名

計
有
テ
実
ハ
無
類
也
」
と
。

　
武
家
奉
公
人
は
、
い
わ
ゆ
る
士
農
工
商
と
い
う
封
建
身
分
の
わ
く
か
ら

は
み
だ
し
た
存
在
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
封
建
的
な
道
徳
観
に
よ
る
債

務
弁
済
を
義
務
化
さ
れ
て
も
、
実
際
問
題
と
し
て
は
、
弁
済
で
き
う
る
限

度
が
あ
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
職
業
と
し
て
何

十
人
も
の
奉
公
人
を
抱
え
て
い
た
人
宿
に
と
っ
て
は
不
可
能
に
近
い
こ
と

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
人
宿
と
寄
子
が
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
種
々
の
問
題
を

生
じ
た
の
で
、
寛
政
十
二
年
、
寄
子
は
自
由
に
請
人
人
宿
を
替
え
る
こ
と

が
許
さ
麓
・
こ
れ
は
歪
突
宿
を
取
締
る
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
奉

公
人
の
奉
公
契
約
に
お
け
る
独
自
化
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
武
家
奉
公
人
が
雇
傭
面
に
お
い
て
自
由
契
約
化
し
て
行
く

過
程
に
あ
り
な
が
ら
、
社
会
は
封
建
武
装
を
解
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
故
社
会
の
各
方
面
に
拭
い
き
れ
ぬ
程
の
歪
み
を
生
じ
、
　
「
治
マ
レ
ル
世

ハ
是
ニ
テ
三
年
宛
過
行
ベ
キ
ガ
、
互
国
家
。
齢
ア
リ
テ
、
軍
旅
征
伐

ノ
役
二
赴
ン
時
二
、
此
出
替
者
何
ノ
用
ニ
カ
立
ベ
キ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

た
軍
事
力
の
弱
体
化
が
、
幕
末
に
至
っ
て
表
面
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（（21
））

（
3
）

『
三
秘
集
七
』
　
（
古
事
類
苑
政
治
郎
貝
六
二
八
頁
所
収
）

牧
野
越
中
守
・
石
河
土
佐
守
間
水
野
対
馬
守
が
幕
府
に
差
し
上
げ
た
書

付
の
第
五
（
古
事
類
苑
政
治
部
⇔
、
六
五
四
頁
所
収
）

「
市
中
取
締
類
集
市
中
取
締
之
部
」
（
大
日
本
近
世
史
料
所
収
）
三
二
九
頁
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（（54
））

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

『
政
談
』
三
五
二
頁

こ
れ
は
貞
享
四
年
「
総
而
人
宿
、
又
者
牛
馬
宿
共
外
に
も
生
類
煩
重
候

得
ば
、
い
ま
だ
不
レ
死
内
機
捨
候
様
二
粗
相
聞
候
」
　
「
享
保
集
成
綜
給

録
三
十
九
」
　
（
古
事
類
苑
六
五
九
頁
所
収
）
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

「
例
書
一
こ
　
（
古
事
類
苑
政
治
部
⇔
六
三
一
頁
所
収
）

・．

w
世
事
見
聞
録
』
八
三
頁

『
政
談
』
三
四
八
頁

（
市
中
取
締
類
集
人
宿
取
締
之
部
e
、
⇔
。
御
触
書
天
保
集
成
六
五
六

五
。
『
経
済
録
』
　
（
日
本
経
済
叢
書
第
六
、
二
五
九
頁
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
六
七
・
十
二
・
二
十
一
　
稿
〕
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